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特

別
顧

問
が

ロ
シ

ア
ア

カ
デ

ミ
ー

会
員

に
選

出
（

5.
22

）
静

岡
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
(9

.1
9-

21
)

熊
本

県
⽔

俣
市

宝
川

内
集

地
区

で
集

中
豪

⾬
に

よ
る

⼟
⽯

流
（

7.
20

）
宮

城
県

沖
地

震
 M

j7
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

5.
26

）
宮

城
県

北
部

の
地

震
 M

j6
.4

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
26

）
⼗

勝
沖

地
震

 M
j8

.0
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
9.

26
）

イ
ラ

ン
地

震
 M

w
6.

6（
12

.2
6）

通
商

産
業

省
⼯

業
技

術
院

地
質

調
査

所
か

ら
経

済
産

業
省

産
業

技
術

総
合

研
究

所
地

質
調

査
所

に
移

⾏
(1

.1
)

経
済

産
業

省
産

業
技

術
総

合
研

究
所

傘
下

の
15

研
究

所
が

独
⽴

⾏
政

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
に

移
⾏

（
地

質
の

調
査

に
関

わ
る

業
務

を
担

う
組

織
と

し
て

深
部

地
質

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

，
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
科

学
情

報
研

究
部

⾨
，

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

標
本

館
，

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

が
設

置
さ

れ
，

こ
れ

ら
を

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J）
と

総
称

，
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
⾦

原
啓

司
）

を
置

く
 (

4.
1)

地
質

調
査

所
⽉

報
を

地
質

調
査

研
究

報
告

に
名

称
変

更
 (

4.
1)

三
宅

⾼
校

の
⽣

徒
を

招
待

し
て

三
宅

島
⽕

⼭
に

関
す

る
授

業
（

4.
17

）
20

01
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

6.
4-

8）

⽇
本

周
辺

海
域

⾳
波

探
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
CD

-R
O

M
版

）
出

版
⽇

本
地

質
図

索
引

図
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
CD

-R
O

M
版

（
19

60
〜

19
99

）
北

海
道

地
質

ガ
イ

ド
（

CD
-R

O
M

）
東

・
東

南
ア

ジ
ア

都
市

域
の

地
球

科
学

情
報

（
CD

-R
O

M
）

陸
域

地
質

図
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

継
続

）
海

域
地

質
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

衛
星

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

原
⼦

⼒
安

全
規

制
⽀

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）
「

活
断

層
・

古
地

震
研

究
報

告
」

創
刊

（
継

続
）

GS
J事

業
費

︓
5,

99
9,

37
9,

54
1円

33
9名

（
研

コ
2・

0,
 深

地
35

・
2,

 活
断

14
・

16
, 地

球
92

・
2,

 
地

圏
67

・
2,

 海
洋

70
・

2,
 成

情
4・

21
,成

標
4・

7,
 国

際
5・

3,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,1

48
,5

02
,4

11
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
20

3名
）

 
20

01
（

平
成

13
）

最
新

地
質

図
発

表
会

開
催

（
科

学
技

術
館

）
 (

9.
12

)
⾦

沢
市

で
北

陸
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
21

-2
3）

国
⽴

研
究

所
の

独
⽴

⾏
政

法
⼈

化
 (

4.
1)

産
総

研
理

事
⻑

に
吉

川
弘

之
が

就
任

（
4.

1）
⽶

国
で

同
時

多
発

テ
ロ

（
9.

11
）

野
依

良
治

 名
古

屋
⼤

学
物

質
科

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
⻑

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

 (
12

.1
0)

 
 

20
04

（
平

成
16

）

GS
J事

業
費

︓
5,

00
7,

36
1,

95
9円

28
5名

（
代

表
・

研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 深
地

32
・

2,
 活

断
16

・
1,

 地
質

11
9・

3,
 地

圏
68

・
2,

 情
セ

10
・

16
,広

標
4・

6,
 

北
地

1・
2,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,8

14
,1

97
,9

78
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
18

8名
）

地
球

科
学

情
報

研
究

部
⾨

と
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
を

改
廃

し
，

地
質

情
報

研
究

部
⾨

新
設

（
5.

1）
20

04
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

5.
9-

13
）

地
質

調
査

情
報

セ
ン

タ
ー

設
置

（
8.

1）

⽇
本

の
地

球
化

学
図

出
版

⼤
陸

棚
調

査
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）

千
葉

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

18
-2

0）
第

1回
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
中

国
 北

京
）

 
(6

.2
7-

7.
7)

千
葉

県
⼭

武
郡

九
⼗

九
⾥

町
の

九
⼗

九
⾥

い
わ

し
博

物
館

で
ガ

ス
爆

発
事

故
 (

7.
30

)
第

32
回

万
国

地
質

学
会

議
（

フ
ィ

レ
ン

ツ
ェ

）
 (

8.
20

-2
8)

浅
間

⽕
⼭

噴
⽕

 (
9.

1)
新

潟
県

中
越

地
震

 M
j6

.8
（

最
⼤

震
度

7）
（

10
.2

3）
ス

マ
ト

ラ
島

沖
地

震
 M

w
9.

1（
12

.2
6）

 
20

05
（

平
成

17
）

GS
J事

業
費

︓
5,

40
0,

44
1,

10
6円

28
4名

（
代

表
・

研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 深
地

30
・

2,
 活

断
19

・
1,

 地
質

12
2・

3,
 地

圏
64

・
2,

 情
セ

10
・

15
,広

標
4・

7,
 

北
産

1・
2,

 ⻄
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

93
,9

74
,0

58
,2

64
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
19

3名
）

活
断

層
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
公

開
（

3.
23

）
つ

く
ば

⻄
事

業
所

他
に

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
研

究
ラ

ボ
が

設
置

さ
れ

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

か
ら

4名
が

異
動

（
4.

1）
20

05
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

5.
22

-2
6）

第
1回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

⾼
く

乏
し

い
⽯

油
時

代
が

来
た

」
（

6.
28

）
第

2回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

震
考

古
学

の
果

た
す

役
割

」
（

6.
29

）
地

質
標

本
館

開
館

25
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
（

10
.2

9）
地

質
図

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

開
設

（
11

.1
）

第
3回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

付
加

体
と

⼟
⽊

地
質

 －
地

質
図

の
有

効
性

と
限

界
－

」
（

11
.2

9）

20
万

分
の

１
⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
（

全
国

版
）

公
開

GE
O

LI
S+

（
⽇

本
地

質
⽂

献
D

B）
運

⽤
開

始

⽇
本

地
球

惑
星

科
学

連
合

発
⾜

（
5.

25
）

「
⽇

本
の

地
球

化
学

図
」

が
環

境
賞

を
受

賞
（

5.
26

）
海

洋
開

発
研

究
機

構
の

地
球

深
部

探
査

船
「

ち
き

ゅ
う

」
竣

⼯
（

7.
9）

「
地

質
情

報
展

」
に

⽇
本

地
質

学
会

表
彰

（
「

地
質

学
の

教
育

・
普

及
に

貢
献

」
）

（
9.

18
）

京
都

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

18
-2

0）

⿅
児

島
県

吾
平

町
の

斜
⾯

崩
壊

（
2.

8）
福

岡
県

⻄
⽅

沖
地

震
 M

j7
.0

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

3.
20

）
ス

マ
ト

ラ
島

沖
地

震
 M

w
8.

6（
3.

28
）

産
総

研
第

2期
中

期
計

画
の

始
ま

り
（

4.
1）

 
科

学
技

術
週

間
に

「
⼀

家
に

1枚
」

シ
リ

ー
ズ

の
発

⾏
開

始
（

⽂
部

科
学

省
）

（
4.

18
 ）

つ
く

ば
エ

ク
ス

プ
レ

ス
開

通
（

8.
25

）
パ

キ
ス

タ
ン

北
部

カ
シ

ミ
ー

ル
地

⽅
地

震
 M

w
7.

6（
10

.8
）

⼩
惑

星
探

査
機

「
は

や
ぶ

さ
」

が
⼩

惑
星

「
イ

ト
カ

ワ
」

に
着

地
し

サ
ン

プ
ル

採
取

（
11

.2
0,

 1
1.

26
）

 
20

06
（

平
成

18
）

GS
J事

業
費

︓
8,

59
5,

87
9,

89
1円

27
9名

（
代

表
・

研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 深
地

28
・

1,
 活

断
17

・
1,

 地
圏

64
・

3,
 地

質
12

4・
2,

 情
セ

9・
14

, 広
標

4・
7,

 
北

産
1・

1,
 東

産
1・

0,
 ⻄

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
96

,6
73

,7
62

,7
72

円
︔

職
員

総
計

︓
3,

20
8名

）

第
4回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

次
の

南
海

・
東

南
海

地
震

に
ど

う
備

え
る

か
」

（
1.

17
）

第
5回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

社
会

の
た

め
の

地
球

科
学

 
－

⽇
本

と
ド

イ
ツ

の
地

球
科

学
に

お
け

る
交

流
－

 [
⽇

本
に

お
け

る
ド

イ
ツ

20
05

/2
00

6]
」

（
1.

25
）

地
質

標
本

館
⼊

館
者

70
万

⼈
達

成
（

7.
22

）
第

6回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
情

報
の

社
会

貢
献

を
考

え
る

」
（

11
.1

4）

活
⽕

⼭
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（

⽕
⼭

地
質

図
集

，
1万

年
噴

⽕
イ

ベ
ン

ト
集

）
公

開
地

殻
応

⼒
場

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

公
開

菅
原

義
明

が
「

平
成

18
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
18

）
⽇

本
地

球
惑

星
科

学
連

合
20

06
年

⼤
会

（
第

1回
年

次
⼤

会
）

（
5.

14
-1

8）
地

質
標

本
館

編
集

「
地

球
 図

説
ア

ー
ス

サ
イ

エ
ン

ス
」

（
誠

⽂
堂

新
光

社
）

初
刷

発
⾏

（
9.

3）
⾼

知
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
15

-1
7）

第
2回

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
（

Be
lfa

st
, U

.K
.）

（
9.

17
-2

1）

雌
阿

寒
岳

噴
⽕

（
3.

21
）

産
総

研
に

再
雇

⽤
に

よ
る

ワ
イ

ド
キ

ャ
リ

ア
ス

タ
ッ

フ
制

度
発

⾜
（

4.
1）

岐
⾩

県
揖

斐
川

町
東

横
⼭

の
揖

斐
川

沿
い

で
地

す
べ

り
（

5.
12

-
13

）
ジ

ャ
ワ

島
中

部
地

震
 M

w
6.

3（
5.

27
）

ジ
ャ

ワ
島

南
⻄

沖
地

震
 M

w
7.

7（
7.

7）

 
20

07
（

平
成

19
）

GS
J事

業
費

︓
6,

85
9,

85
0,

92
9円

27
8名

（
代

表
・

研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 活
断

15
・

1,
 地

圏
77

・
3,

 地
質

12
6・

2,
 情

セ
18

・
14

, 広
標

3・
8,

 北
産

1・
1,

 
東

産
1・

0,
 ⻄

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
95

,1
88

,7
96

,0
81

円
︔

職
員

総
計

︓
3,

16
6名

）

GS
J代

表
の

発
令

（
代

表
︓

研
究

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
佃

 
栄

吉
）

（
4.

1）
深

部
地

質
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー
が

終
了

し
，

深
部

地
質

環
境

研
究

コ
ア

が
発

⾜
（

4.
1）

第
7回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
質

学
か

ら
地

震
の

予
測

を
⽬

指
す

 －
産

総
研

に
お

け
る

地
震

研
究

－
」

（
6.

11
）

第
8回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

公
共

財
と

し
て

の
地

質
地

盤
情

報
 

－
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ
の

整
備

と
活

⽤
－

」
（

7.
25

）
札

幌
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

7-
9）

第
9回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
質

学
的

⼿
法

に
よ

る
⽕

⼭
活

動
予

測
 

－
⽕

⼭
災

害
の

軽
減

を
⽬

指
し

て
－

」
（

12
.1

9）

沿
岸

域
の

地
質

・
活

断
層

調
査

（
開

始
）

外
部

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

地
質

調
査

研
修

」
開

始
（

20
07

年
10

⽉
︔

管
理

・
運

営
︓

地
学

情
報

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

）
国

際
研

修
実

施

IY
PE

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
国

際
惑

星
地

球
年

20
07

-2
00

9」
開

催
宣

⾔
式

典
（

1.
22

）
科

学
技

術
週

間
に

 「
⼀

家
に

1枚
 宇

宙
図

 2
00

7」
発

⾏
（

4.
16

）
中

島
和

敏
・

川
畑

 
晶

が
「

平
成

19
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
16

）
札

幌
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
7-

9）

能
登

半
島

沖
地

震
 M

j6
.9

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

3.
25

）
産

総
研

に
再

雇
⽤

に
よ

る
シ

ニ
ア

ス
タ

ッ
フ

制
度

発
⾜

（
4.

1）
東

京
都

渋
⾕

区
松

濤
⼀

丁
⽬

の
温

泉
施

設
で

ガ
ス

爆
発

事
故

（
6.

19
）

新
潟

県
中

越
沖

地
震

 M
j6

.8
（

最
⼤

震
度

6強
）

（
7.

16
）

ペ
ル

ー
沖

地
震

 M
w

8.
0（

8.
15

）
オ

ル
ド

イ
ニ

ョ
・

レ
ン

ガ
イ

（
タ

ン
ザ

ニ
ア

）
噴

⽕
（

9.
4）

ス
マ

ト
ラ

島
沖

地
震

 M
w

8.
4（

9.
12

）
第

1回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

韓
国

 D
ae

gu
お

よ
び

Ye
on

gw
ol

）
（

10
.7

-1
5）

 
20

08
（

平
成

20
）

GS
J事

業
費

︓
7,

08
7,

30
5,

32
3円

28
2名

（
代

表
・

フ
ェ

1・
0,

 研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 活
断

13
・

1,
 地

圏
73

・
2,

 地
質

12
3・

2,
 情

セ
18

・
15

, 広
標

3・
8,

 北
産

1・
0,

 東
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

95
,5

71
,2

15
,6

14
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
09

1名
）

第
10

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
リ

ス
ク

と
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
 

－
地

質
事

象
の

認
識

に
お

け
る

不
確

実
性

と
そ

の
対

応
－

」
（

3.
11

）
第

11
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
下

⽔
の

さ
ら

な
る

理
解

に
向

け
て

 
〜

産
総

研
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
〜

」
（

3.
19

）
JI

S 
A 

02
05

:2
00

8 
ベ

ク
ト

ル
数

値
地

質
図

 -
- 

品
質

要
求

事
項

及
び

主
題

属
性

コ
ー

ド
 

公
開

（
3/

20
）

JI
S 

A 
02

06
:2

00
8 

⼯
学

地
質

図
に

⽤
い

る
記

号
，

⾊
，

模
様

，
⽤

語
及

び
地

層
・

岩
体

区
分

の
表

⽰
と

コ
ー

ド
群

 
公

開
（

3.
20

）
GS

J代
表

に
加

藤
碵

⼀
（

産
総

研
フ

ェ
ロ

ー
）

が
就

任
（

4.
1）

第
12

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

下
⽔

と
岩

⽯
物

性
と

の
関

連
の

解
明

 
〜

産
総

研
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
〜

」
（

5.
8）

第
1回

地
質

の
⽇

記
念

イ
ベ

ン
ト

（
GS

J本
館

・
地

質
標

本
館

︓
5.

10
、

つ
く

ば
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

出
展

︓
5.

10
-1

1、
野

外
観

察
会

︓
5.

17
）

AI
ST

-K
IG

AM
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
開

始
）

沖
縄

海
域

の
海

洋
地

質
調

査
（

開
始

）
表

層
⼟

壌
評

価
基

本
図

の
公

開
（

開
始

）
国

際
研

修
実

施

経
済

産
業

省
本

館
ロ

ビ
ー

で
第

1回
地

質
の

⽇
関

連
展

⽰
（

4.
14

-
5.

12
）

⻘
⽊

正
博

に
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
（

科
学

技
術

賞
 理

解
増

進
部

⾨
）

（
4.

15
）

齋
藤

英
⼆

が
「

平
成

20
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
15

）
第

1回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
開

催
（

5.
28

）
第

3回
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
O

sn
ab

rü
ck

, 
Ge

rm
an

y）
（

6.
22

-2
6）

第
33

回
万

国
地

質
学

会
議

（
オ

ス
ロ

）
（

8.
6-

14
）

第
2回

世
界

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
（

8.
31

-9
.6

）
秋

⽥
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
19

-2
1）

 
第

3回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
開

催
（

洞
爺

湖
有

珠
⼭

，
⽷

⿂
川

，
島

原
半

島
の

3地
域

を
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

加
盟

申
請

地
域

に
決

定
）

（
10

.2
0）

第
4回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

開
催

（
洞

爺
湖

有
珠

⼭
，

⽷
⿂

川
，

島
原

半
島

，
ア

ポ
イ

岳
，

南
ア

ル
プ

ス
中

央
構

造
線

エ
リ

ア
，

⼭
陰

海
岸

，
室

⼾
の

7地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
）

（
12

.8
）

第
1回

地
質

の
⽇

（
5.

10
）

中
国

四
川

⼤
地

震
 M

w
7.

9（
5.

12
）

岩
⼿

県
・

宮
城

県
内

陸
地

震
 M

j7
.2

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

6.
14

）
岩

⼿
県

沿
岸

北
部

の
地

震
 M

j6
.8

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
24

）
⽩

⾺
⼤

雪
渓

で
斜

⾯
崩

壊
（

8.
19

）
霧

島
⼭

新
燃

岳
噴

⽕
（

8.
22

）
第

１
回

産
総

研
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
（

10
.2

0-
21

）
南

部
陽

⼀
郎

 シ
カ

ゴ
⼤

学
名

誉
教

授
・

⼩
林

 
誠

 ⾼
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
名

誉
教

授
・

益
川

敏
英

 京
都

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

下
村

 脩
 ボ

ス
ト

ン
⼤

学
名

誉
教

授
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
（

12
.1

0）
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年
年

度
経

費
及

び
⼈

員
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
事

業
史

地
学

史
及

び
関

連
事

項
⼀

般
史

 
20

00
（

平
成

12
）

第
31

回
 万

国
地

質
学

会
議

（
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
）

(8
.7

-1
9)

松
江

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

29
-1

0.
1）

地
質

標
本

館
試

料
調

製
課

に
⼈

事
院

総
裁

賞
（

11
.2

9）

⽩
川

英
樹

 筑
波

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

（
12

.1
0）

 
20

02
（

平
成

14
）

GS
J事

業
費

︓
5,

68
1,

06
3,

38
3円

32
7名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
32

・
2,

 活
断

14
・

2,
 地

球
94

・
2,

 
地

圏
70

・
2,

 海
洋

60
・

2,
 成

情
4・

20
,成

標
3・

7,
 国

際
5・

2,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

91
,9

90
,3

06
,5

81
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
15

7名
）

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

記
念

講
演

会
（

明
治

記
念

館
）

 (
6.

7)
JI

S 
A 

02
04

:2
00

8 
地

質
図

 -
- 

記
号

，
⾊

，
模

様
，

⽤
語

及
び

凡
例

表
⽰

 
公

開
（

7.
20

）
⽕

⼭
と

と
も

に
⽣

き
る

⼤
地

―
北

海
道

の
地

質
図

展
―

（
札

幌
市

博
物

館
活

動
セ

ン
タ

ー
）

 (
8.

2-
4)

20
02

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

（
5.

27
-3

1）
地

質
情

報
展

に
い

が
た

「
の

ぞ
い

て
み

よ
う

⼤
地

の
不

思
議

」
（

新
潟

市
⺠

芸
術

⽂
化

会
館

 り
ゅ

〜
と

ぴ
あ

）
 (

9.
14

-1
6)

20
0万

分
の

１
地

質
編

集
図

（
第

５
版

）
出

版
50

万
分

の
１

活
構

造
図

出
版

⼤
阪

市
で

近
畿

の
地

質
図

展
開

催
 (

2.
16

-1
7)

松
江

千
佐

世
が

「
第

43
回

⽂
部

科
学

⼤
⾂

賞
創

意
⼯

夫
功

労
者

表
彰

」
を

受
賞

（
4.

15
）

新
潟

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）

コ
ン

ゴ
の

ニ
ー

ラ
ゴ

ン
ゴ

⽕
⼭

で
⼤

規
模

な
噴

⽕
 (

2.
1)

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
7.

4 
(3

.3
）

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
6.

1 
(3

.2
5）

⼩
柴

昌
俊

 東
京

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

⽥
中

耕
⼀

 
島

津
製

作
所

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所
主

任
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
 

(1
2.

10
)

 
20

03
（

平
成

15
）

GS
J事

業
費

︓
5,

31
7,

91
1,

33
2円

30
4名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
31

・
2,

 活
断

13
・

1,
 地

球
86

・
2,

 
地

圏
64

・
2,

 海
洋

58
・

2,
 成

情
4・

19
,成

標
4・

5,
 国

際
4・

1,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

92
,1

85
,5

74
,6

15
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
11

5名
）

20
03

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

 (
5.

26
-2

9)
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

に
佃

 
栄

吉
就

任
 (

12
.1

)

10
0万

分
の

1⽇
本

地
質

図
 第

3版
 C

D
-R

O
M

版
 第

2版
出

版
20

万
分

の
1⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
公

開
（

開
始

）
⼟

壌
・

地
質

汚
染

評
価

基
本

図
の

公
開

（
開

始
）

⽯
原

舜
三

産
総

研
特

別
顧

問
が

ロ
シ

ア
ア

カ
デ

ミ
ー

会
員

に
選

出
（

5.
22

）
静

岡
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
(9

.1
9-

21
)

熊
本

県
⽔

俣
市

宝
川

内
集

地
区

で
集

中
豪

⾬
に

よ
る

⼟
⽯

流
（

7.
20

）
宮

城
県

沖
地

震
 M

j7
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

5.
26

）
宮

城
県

北
部

の
地

震
 M

j6
.4

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
26

）
⼗

勝
沖

地
震

 M
j8

.0
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
9.

26
）

イ
ラ

ン
地

震
 M

w
6.

6（
12

.2
6）

通
商

産
業

省
⼯

業
技

術
院

地
質

調
査

所
か

ら
経

済
産

業
省

産
業

技
術

総
合

研
究

所
地

質
調

査
所

に
移

⾏
(1

.1
)

経
済

産
業

省
産

業
技

術
総

合
研

究
所

傘
下

の
15

研
究

所
が

独
⽴

⾏
政

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
に

移
⾏

（
地

質
の

調
査

に
関

わ
る

業
務

を
担

う
組

織
と

し
て

深
部

地
質

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

，
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
科

学
情

報
研

究
部

⾨
，

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

標
本

館
，

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

が
設

置
さ

れ
，

こ
れ

ら
を

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J）
と

総
称

，
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
⾦

原
啓

司
）

を
置

く
 (

4.
1)

地
質

調
査

所
⽉

報
を

地
質

調
査

研
究

報
告

に
名

称
変

更
 (

4.
1)

三
宅

⾼
校

の
⽣

徒
を

招
待

し
て

三
宅

島
⽕

⼭
に

関
す

る
授

業
（

4.
17

）
20

01
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

6.
4-

8）

⽇
本

周
辺

海
域

⾳
波

探
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
CD

-R
O

M
版

）
出

版
⽇

本
地

質
図

索
引

図
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
CD

-R
O

M
版

（
19

60
〜

19
99

）
北

海
道

地
質

ガ
イ

ド
（

CD
-R

O
M

）
東

・
東

南
ア

ジ
ア

都
市

域
の

地
球

科
学

情
報

（
CD

-R
O

M
）

陸
域

地
質

図
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

継
続

）
海

域
地

質
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

衛
星

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

原
⼦

⼒
安

全
規

制
⽀

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）
「

活
断

層
・

古
地

震
研

究
報

告
」

創
刊

（
継

続
）

GS
J事

業
費

︓
5,

99
9,

37
9,

54
1円

33
9名

（
研

コ
2・

0,
 深

地
35

・
2,

 活
断

14
・

16
, 地

球
92

・
2,

 
地

圏
67

・
2,

 海
洋

70
・

2,
 成

情
4・

21
,成

標
4・

7,
 国

際
5・

3,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,1

48
,5

02
,4

11
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
20

3名
）

 
20

01
（

平
成

13
）

最
新

地
質

図
発

表
会

開
催

（
科

学
技

術
館

）
 (

9.
12

)
⾦

沢
市

で
北

陸
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
21

-2
3）

国
⽴

研
究

所
の

独
⽴

⾏
政

法
⼈

化
 (

4.
1)

産
総

研
理

事
⻑

に
吉

川
弘

之
が

就
任

（
4.

1）
⽶

国
で

同
時

多
発

テ
ロ

（
9.

11
）

野
依

良
治

 名
古

屋
⼤

学
物

質
科

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
⻑

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

 (
12

.1
0)

 
20

07
（

平
成

19
）

GS
J事

業
費

︓
6,

85
9,

85
0,

92
9円

27
8名

（
代

表
・

研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 活
断

15
・

1,
 地

圏
77

・
3,

 地
質

12
6・

2,
 情

セ
18

・
14

, 広
標

3・
8,

 北
産

1・
1,

 
東

産
1・

0,
 ⻄

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
95

,1
88

,7
96

,0
81

円
︔

職
員

総
計

︓
3,

16
6名

）

GS
J代

表
の

発
令

（
代

表
︓

研
究

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
佃

 
栄

吉
）

（
4.

1）
深

部
地

質
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー
が

終
了

し
，

深
部

地
質

環
境

研
究

コ
ア

が
発

⾜
（

4.
1）

第
7回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
質

学
か

ら
地

震
の

予
測

を
⽬

指
す

 －
産

総
研

に
お

け
る

地
震

研
究

－
」

（
6.

11
）

第
8回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

公
共

財
と

し
て

の
地

質
地

盤
情

報
 

－
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ
の

整
備

と
活

⽤
－

」
（

7.
25

）
札

幌
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

7-
9）

第
9回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
質

学
的

⼿
法

に
よ

る
⽕

⼭
活

動
予

測
 

－
⽕

⼭
災

害
の

軽
減

を
⽬

指
し

て
－

」
（

12
.1

9）

沿
岸

域
の

地
質

・
活

断
層

調
査

（
開

始
）

外
部

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

地
質

調
査

研
修

」
開

始
（

20
07

年
10

⽉
︔

管
理

・
運

営
︓

地
学

情
報

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

）
国

際
研

修
実

施

IY
PE

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
国

際
惑

星
地

球
年

20
07

-2
00

9」
開

催
宣

⾔
式

典
（

1.
22

）
科

学
技

術
週

間
に

 「
⼀

家
に

1枚
 宇

宙
図

 2
00

7」
発

⾏
（

4.
16

）
中

島
和

敏
・

川
畑

 
晶

が
「

平
成

19
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
16

）
札

幌
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
7-

9）

能
登

半
島

沖
地

震
 M

j6
.9

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

3.
25

）
産

総
研

に
再

雇
⽤

に
よ

る
シ

ニ
ア

ス
タ

ッ
フ

制
度

発
⾜

（
4.

1）
東

京
都

渋
⾕

区
松

濤
⼀

丁
⽬

の
温

泉
施

設
で

ガ
ス

爆
発

事
故

（
6.

19
）

新
潟

県
中

越
沖

地
震

 M
j6

.8
（

最
⼤

震
度

6強
）

（
7.

16
）

ペ
ル

ー
沖

地
震

 M
w

8.
0（

8.
15

）
オ

ル
ド

イ
ニ

ョ
・

レ
ン

ガ
イ

（
タ

ン
ザ

ニ
ア

）
噴

⽕
（

9.
4）

ス
マ

ト
ラ

島
沖

地
震

 M
w

8.
4（

9.
12

）
第

1回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

韓
国

 D
ae

gu
お

よ
び

Ye
on

gw
ol

）
（

10
.7

-1
5）

 
20

08
（

平
成

20
）

GS
J事

業
費

︓
7,

08
7,

30
5,

32
3円

28
2名

（
代

表
・

フ
ェ

1・
0,

 研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 活
断

13
・

1,
 地

圏
73

・
2,

 地
質

12
3・

2,
 情

セ
18

・
15

, 広
標

3・
8,

 北
産

1・
0,

 東
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

95
,5

71
,2

15
,6

14
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
09

1名
）

第
10

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
リ

ス
ク

と
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
 

－
地

質
事

象
の

認
識

に
お

け
る

不
確

実
性

と
そ

の
対

応
－

」
（

3.
11

）
第

11
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
下

⽔
の

さ
ら

な
る

理
解

に
向

け
て

 
〜

産
総

研
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
〜

」
（

3.
19

）
JI

S 
A 

02
05

:2
00

8 
ベ

ク
ト

ル
数

値
地

質
図

 -
- 

品
質

要
求

事
項

及
び

主
題

属
性

コ
ー

ド
 

公
開

（
3/

20
）

JI
S 

A 
02

06
:2

00
8 

⼯
学

地
質

図
に

⽤
い

る
記

号
，

⾊
，

模
様

，
⽤

語
及

び
地

層
・

岩
体

区
分

の
表

⽰
と

コ
ー

ド
群

 
公

開
（

3.
20

）
GS

J代
表

に
加

藤
碵

⼀
（

産
総

研
フ

ェ
ロ

ー
）

が
就

任
（

4.
1）

第
12

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

下
⽔

と
岩

⽯
物

性
と

の
関

連
の

解
明

 
〜

産
総

研
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
〜

」
（

5.
8）

第
1回

地
質

の
⽇

記
念

イ
ベ

ン
ト

（
GS

J本
館

・
地

質
標

本
館

︓
5.

10
、

つ
く

ば
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

出
展

︓
5.

10
-1

1、
野

外
観

察
会

︓
5.

17
）

AI
ST

-K
IG

AM
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
開

始
）

沖
縄

海
域

の
海

洋
地

質
調

査
（

開
始

）
表

層
⼟

壌
評

価
基

本
図

の
公

開
（

開
始

）
国

際
研

修
実

施

経
済

産
業

省
本

館
ロ

ビ
ー

で
第

1回
地

質
の

⽇
関

連
展

⽰
（

4.
14

-
5.

12
）

⻘
⽊

正
博

に
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
（

科
学

技
術

賞
 理

解
増

進
部

⾨
）

（
4.

15
）

齋
藤

英
⼆

が
「

平
成

20
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
15

）
第

1回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
開

催
（

5.
28

）
第

3回
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
O

sn
ab

rü
ck

, 
Ge

rm
an

y）
（

6.
22

-2
6）

第
33

回
万

国
地

質
学

会
議

（
オ

ス
ロ

）
（

8.
6-

14
）

第
2回

世
界

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
（

8.
31

-9
.6

）
秋

⽥
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
19

-2
1）

 
第

3回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
開

催
（

洞
爺

湖
有

珠
⼭

，
⽷

⿂
川

，
島

原
半

島
の

3地
域

を
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

加
盟

申
請

地
域

に
決

定
）

（
10

.2
0）

第
4回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

開
催

（
洞

爺
湖

有
珠

⼭
，

⽷
⿂

川
，

島
原

半
島

，
ア

ポ
イ

岳
，

南
ア

ル
プ

ス
中

央
構

造
線

エ
リ

ア
，

⼭
陰

海
岸

，
室

⼾
の

7地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
）

（
12

.8
）

第
1回

地
質

の
⽇

（
5.

10
）

中
国

四
川

⼤
地

震
 M

w
7.

9（
5.

12
）

岩
⼿

県
・

宮
城

県
内

陸
地

震
 M

j7
.2

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

6.
14

）
岩

⼿
県

沿
岸

北
部

の
地

震
 M

j6
.8

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
24

）
⽩

⾺
⼤

雪
渓

で
斜

⾯
崩

壊
（

8.
19

）
霧

島
⼭

新
燃

岳
噴

⽕
（

8.
22

）
第

１
回

産
総

研
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
（

10
.2

0-
21

）
南

部
陽

⼀
郎

 シ
カ

ゴ
⼤

学
名

誉
教

授
・

⼩
林

 
誠

 ⾼
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
名

誉
教

授
・

益
川

敏
英

 京
都

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

下
村

 脩
 ボ

ス
ト

ン
⼤

学
名

誉
教

授
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
（

12
.1

0）

 
20

09
（

平
成

21
）

GS
J事

業
費

︓
7,

73
9,

02
3,

59
1円

26
3名

（
代

表
・

フ
ェ

1・
0,

 研
コ

1・
0,

 産
コ

1・
0,

 活
震

26
・

1,
 地

圏
79

・
2,

 地
質

10
7・

2,
 情

セ
13

・
13

, 広
標

3・
7,

 北
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

95
,7

66
,7

49
,2

89
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
07

0名
）

第
13

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
海

域
・

沿
岸

域
の

資
源

・
環

境
・

防
災

 
－

持
続

的
発

展
に

向
け

た
海

洋
地

質
研

究
－

」
（

2.
26

）
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

が
終

了
し

，
活

断
層

・
地

震
研

究
セ

ン
タ

ー
が

発
⾜

（
4.

1）
第

14
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
質

リ
ス

ク
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

そ
の

2）
－

海
外

の
事

例
と

国
内

で
の

新
た

な
取

り
組

み
－

」
（

6.
15

）
第

15
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

古
地

震
と

現
在

の
地

殻
活

動
か

ら
地

震
を

予
測

す
る

－
産

総
研

 
活

断
層

・
地

震
研

究
セ

ン
タ

ー
が

⽬
指

す
地

震
研

究
－

」
（

7.
2）

⾃
治

体
防

災
担

当
職

員
の

技
術

研
修

受
け

⼊
れ

（
11

.2
5-

12
.2

）

沿
岸

域
の

地
質

・
活

断
層

調
査

の
成

果
第

1弾
と

し
て

海
陸

シ
ー

ム
レ

ス
地

質
情

報
集

「
能

登
半

島
北

部
沿

岸
域

」
出

版

第
1回

⽇
本

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

本
選

（
3.

29
）

渡
辺

和
明

が
「

平
成

21
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
14

）
洞

爺
湖

有
珠

⼭
，

⽷
⿂

川
，

島
原

半
島

の
3地

域
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
8.

23
）

ジ
オ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

つ
く

ば
（

JS
T⽀

援
事

業
〜

20
11

年
度

）
開

始
（

9.
1）

岡
⼭

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

5-
6）

第
3回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
台

湾
）

（
9.

14
-2

2）
第

6回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
開

催
（

恐
⻯

渓
⾕

ふ
く

い
勝

⼭
，

隠
岐

，
阿

蘇
，

天
草

御
所

浦
の

4地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
）

（
10

.2
8）

浅
間

⽕
⼭

噴
⽕

（
2.

2）
産

総
研

理
事

⻑
に

野
間

⼝
 有

が
就

任
（

4.
1）

千
島

列
島

マ
ツ

ア
島

サ
リ

チ
ェ

フ
⽕

⼭
で

⼤
規

模
な

噴
⽕

（
6.

12
）

⼭
⼝

県
防

府
市

で
⼟

⽯
流

の
発

⽣
（

7.
21

）
駿

河
湾

地
震

 
M

j6
.5

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

8.
11

）

サ
モ

ア
沖

地
震

 M
w

8.
1（

9.
29

）
ス

マ
ト

ラ
島

沖
地

震
 M

w
7.

6（
9.

30
）

第
2回

⽇
本

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

本
選

「
グ

ラ
ン

プ
リ

地
球

に
わ

く
わ

く
20

10
」

が
つ

く
ば

市
で

開
催

（
3.

24
-2

6）
国

際
惑

星
地

球
年

（
IY

PE
）

終
了

記
念

イ
ベ

ン
ト

開
催

（
3.

27
-

28
）

第
4回

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
（

La
ng

ka
w

i, 
M

al
ay

sia
）

（
4.

12
-1

6）
今

井
 

登
・

岡
井

貴
司

・
寺

島
 

滋
・

御
⼦

柴
真

澄
・

太
⽥

充
恒

が
「

平
成

22
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
科

学
技

術
賞

」
を

受
賞

（
4.

13
）

澤
井

祐
紀

が
「

平
成

22
年

度
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
若

⼿
科

学
者

賞
」

を
受

賞
（

4.
13

）
宮

崎
純

⼀
が

「
平

成
22

年
度

⽂
部

科
学

⼤
⾂

表
彰

創
意

⼯
夫

功
労

者
賞

」
を

受
賞

（
4.

13
）

第
1回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
全

国
⼤

会
（

⽷
⿂

川
⼤

会
）

（
8.

22
-

23
）

第
9回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

開
催

（
霧

島
，

伊
⾖

⼤
島

，
⽩

滝
の

3地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
）

（
9.

14
）

富
⼭

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

17
-1

9）
第

4回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
（

9.
19

-
28

）
⼭

陰
海

岸
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
10

.3
）

地
質

標
本

館
が

広
報

部
の

部
署

か
ら

地
質

分
野

の
研

究
推

進
組

織
に

移
⾏

（
10

.1
）

第
16

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
20

万
分

の
1地

質
図

幅
完

全
完

備
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
－

全
国

完
備

後
の

次
世

代
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
を

⽬
指

し
て

－
」

（
11

.1
6）

⾃
治

体
防

災
担

当
職

員
の

技
術

研
修

受
け

⼊
れ

（
11

.1
5-

19
）

放
射

性
鉱

物
管

理
棟

（
7-

7棟
）

お
よ

び
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

管
理

棟
（

7-
9棟

）
完

成
（

12
.1

）

20
万

分
の

1地
質

図
幅

全
国

完
備

GS
J事

業
費

︓
5,

51
4,

92
4,

16
9円

26
3名

（
統

括
・

理
事

1・
0,

 代
表

・
フ

ェ
1・

0,
 副

統
1・

0,
 企

画
5・

1,
 活

震
27

・
0,

 地
圏

79
・

0,
 地

質
10

2・
0,

 情
セ

6・
14

, 標
本

9・
7,

 北
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

85
,2

96
,5

37
,6

17
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
04

4名
）

 
20

10
（

平
成

22
）

ハ
イ

チ
地

震
 M

w
7.

0（
1.

12
）

チ
リ

地
震

 M
w

8.
8（

2.
27

）
エ

イ
ヤ

フ
ィ

ヤ
ト

ラ
ヨ

ー
ク

ト
ル

（
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
）

の
⽕

⼭
噴

⽕
（

3.
20

）
産

総
研

第
3期

中
期

計
画

の
始

ま
り

（
4.

1）
ス

マ
ト

ラ
島

沖
地

震
 M

w
7.

8（
4.

6）
中

国
⻘

海
省

の
地

震
 M

w
6.

9（
4.

14
）

ス
マ

ト
ラ

島
沖

地
震

 M
w

7.
2（

5.
9）

グ
ア

テ
マ

ラ
・

パ
カ

ヤ
⽕

⼭
噴

⽕
（

噴
⽕

と
熱

帯
暴

⾵
⾬

で
死

者
・

⾏
⽅

不
明

者
多

数
）

（
5.

27
）

⼩
惑

星
探

査
機

「
は

や
ぶ

さ
」

帰
還

（
6.

13
）

⿅
児

島
県

南
⼤

隅
町

で
斜

⾯
崩

壊
（

⼟
⽯

流
）

（
7.

4-
8）

岐
⾩

県
南

部
で

豪
⾬

に
よ

り
斜

⾯
崩

壊
及

び
可

児
川

の
氾

濫
（

7.
15

）
広

島
県

庄
原

市
川

北
町

で
豪

⾬
に

よ
り

⼟
砂

災
害

（
7.

16
）

第
1回

「
ジ

オ
パ

ー
ク

の
⽇

」
（

8.
22

）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・

ス
マ

ト
ラ

島
の

シ
ナ

ブ
ン

⼭
噴

⽕
（

8.
30

）
ク

ラ
イ

ス
ト

チ
ャ

ー
チ

地
震

 M
w

7.
0（

9.
3）

ス
マ

ト
ラ

島
沖

地
震

 M
w

7.
8（

10
.2

5）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・

ジ
ャ

ワ
島

の
ム

ラ
ピ

⼭
噴

⽕
（

10
.2

6）
ロ

シ
ア

・
カ

ム
チ

ャ
ッ

カ
半

島
の

ク
リ

ュ
チ

ェ
フ

ス
カ

ヤ
⼭

と
シ

ベ
ル

チ
⼭

が
同

時
噴

⽕
（

10
.2

8）
鈴

⽊
 

章
 北

海
道

⼤
学

名
誉

教
授

・
根

岸
英

⼀
 パ

デ
ュ

ー
⼤

学
特

別
教

授
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
（

12
.1

0）
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付表 2　産総研GSJ 年表
年

年
度

経
費

及
び

⼈
員

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

事
業

史
地

学
史

及
び

関
連

事
項

⼀
般

史

 
20

00
（

平
成

12
）

第
31

回
 万

国
地

質
学

会
議

（
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
）

(8
.7

-1
9)

松
江

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

29
-1

0.
1）

地
質

標
本

館
試

料
調

製
課

に
⼈

事
院

総
裁

賞
（

11
.2

9）

⽩
川

英
樹

 筑
波

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

（
12

.1
0）

 
20

02
（

平
成

14
）

GS
J事

業
費

︓
5,

68
1,

06
3,

38
3円

32
7名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
32

・
2,

 活
断

14
・

2,
 地

球
94

・
2,

 
地

圏
70

・
2,

 海
洋

60
・

2,
 成

情
4・

20
,成

標
3・

7,
 国

際
5・

2,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

91
,9

90
,3

06
,5

81
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
15

7名
）

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

記
念

講
演

会
（

明
治

記
念

館
）

 (
6.

7)
JI

S 
A 

02
04

:2
00

8 
地

質
図

 -
- 

記
号

，
⾊

，
模

様
，

⽤
語

及
び

凡
例

表
⽰

 
公

開
（

7.
20

）
⽕

⼭
と

と
も

に
⽣

き
る

⼤
地

―
北

海
道

の
地

質
図

展
―

（
札

幌
市

博
物

館
活

動
セ

ン
タ

ー
）

 (
8.

2-
4)

20
02

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

（
5.

27
-3

1）
地

質
情

報
展

に
い

が
た

「
の

ぞ
い

て
み

よ
う

⼤
地

の
不

思
議

」
（

新
潟

市
⺠

芸
術

⽂
化

会
館

 り
ゅ

〜
と

ぴ
あ

）
 (

9.
14

-1
6)

20
0万

分
の

１
地

質
編

集
図

（
第

５
版

）
出

版
50

万
分

の
１

活
構

造
図

出
版

⼤
阪

市
で

近
畿

の
地

質
図

展
開

催
 (

2.
16

-1
7)

松
江

千
佐

世
が

「
第

43
回

⽂
部

科
学

⼤
⾂

賞
創

意
⼯

夫
功

労
者

表
彰

」
を

受
賞

（
4.

15
）

新
潟

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）

コ
ン

ゴ
の

ニ
ー

ラ
ゴ

ン
ゴ

⽕
⼭

で
⼤

規
模

な
噴

⽕
 (

2.
1)

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
7.

4 
(3

.3
）

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
6.

1 
(3

.2
5）

⼩
柴

昌
俊

 東
京

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

⽥
中

耕
⼀

 
島

津
製

作
所

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所
主

任
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
 

(1
2.

10
)

 
20

03
（

平
成

15
）

GS
J事

業
費

︓
5,

31
7,

91
1,

33
2円

30
4名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
31

・
2,

 活
断

13
・

1,
 地

球
86

・
2,

 
地

圏
64

・
2,

 海
洋

58
・

2,
 成

情
4・

19
,成

標
4・

5,
 国

際
4・

1,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

92
,1

85
,5

74
,6

15
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
11

5名
）

20
03

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

 (
5.

26
-2

9)
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

に
佃

 
栄

吉
就

任
 (

12
.1

)

10
0万

分
の

1⽇
本

地
質

図
 第

3版
 C

D
-R

O
M

版
 第

2版
出

版
20

万
分

の
1⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
公

開
（

開
始

）
⼟

壌
・

地
質

汚
染

評
価

基
本

図
の

公
開

（
開

始
）

⽯
原

舜
三

産
総

研
特

別
顧

問
が

ロ
シ

ア
ア

カ
デ

ミ
ー

会
員

に
選

出
（

5.
22

）
静

岡
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
(9

.1
9-

21
)

熊
本

県
⽔

俣
市

宝
川

内
集

地
区

で
集

中
豪

⾬
に

よ
る

⼟
⽯

流
（

7.
20

）
宮

城
県

沖
地

震
 M

j7
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

5.
26

）
宮

城
県

北
部

の
地

震
 M

j6
.4

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
26

）
⼗

勝
沖

地
震

 M
j8

.0
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
9.

26
）

イ
ラ

ン
地

震
 M

w
6.

6（
12

.2
6）

通
商

産
業

省
⼯

業
技

術
院

地
質

調
査

所
か

ら
経

済
産

業
省

産
業

技
術

総
合

研
究

所
地

質
調

査
所

に
移

⾏
(1

.1
)

経
済

産
業

省
産

業
技

術
総

合
研

究
所

傘
下

の
15

研
究

所
が

独
⽴

⾏
政

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
に

移
⾏

（
地

質
の

調
査

に
関

わ
る

業
務

を
担

う
組

織
と

し
て

深
部

地
質

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

，
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
科

学
情

報
研

究
部

⾨
，

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

標
本

館
，

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

が
設

置
さ

れ
，

こ
れ

ら
を

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J）
と

総
称

，
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
⾦

原
啓

司
）

を
置

く
 (

4.
1)

地
質

調
査

所
⽉

報
を

地
質

調
査

研
究

報
告

に
名

称
変

更
 (

4.
1)

三
宅

⾼
校

の
⽣

徒
を

招
待

し
て

三
宅

島
⽕

⼭
に

関
す

る
授

業
（

4.
17

）
20

01
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

6.
4-

8）

⽇
本

周
辺

海
域

⾳
波

探
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
CD

-R
O

M
版

）
出

版
⽇

本
地

質
図

索
引

図
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
CD

-R
O

M
版

（
19

60
〜

19
99

）
北

海
道

地
質

ガ
イ

ド
（

CD
-R

O
M

）
東

・
東

南
ア

ジ
ア

都
市

域
の

地
球

科
学

情
報

（
CD

-R
O

M
）

陸
域

地
質

図
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

継
続

）
海

域
地

質
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

衛
星

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

原
⼦

⼒
安

全
規

制
⽀

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）
「

活
断

層
・

古
地

震
研

究
報

告
」

創
刊

（
継

続
）

GS
J事

業
費

︓
5,

99
9,

37
9,

54
1円

33
9名

（
研

コ
2・

0,
 深

地
35

・
2,

 活
断

14
・

16
, 地

球
92

・
2,

 
地

圏
67

・
2,

 海
洋

70
・

2,
 成

情
4・

21
,成

標
4・

7,
 国

際
5・

3,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,1

48
,5

02
,4

11
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
20

3名
）

 
20

01
（

平
成

13
）

最
新

地
質

図
発

表
会

開
催

（
科

学
技

術
館

）
 (

9.
12

)
⾦

沢
市

で
北

陸
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
21

-2
3）

国
⽴

研
究

所
の

独
⽴

⾏
政

法
⼈

化
 (

4.
1)

産
総

研
理

事
⻑

に
吉

川
弘

之
が

就
任

（
4.

1）
⽶

国
で

同
時

多
発

テ
ロ

（
9.

11
）

野
依

良
治

 名
古

屋
⼤

学
物

質
科

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
⻑

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

 (
12

.1
0)

 
20

11
（

平
成

23
）

GS
J事

業
費

︓
5,

84
5,

36
4,

15
0円

25
7名

（
統

括
・

理
事

1・
0,

 代
表

・
副

統
1・

0,
 企

画
5・

1,
 活

震
30

・
0,

 地
圏

71
・

0,
 地

質
11

2・
0,

 情
セ

4・
13

, 標
本

11
・

6,
 北

産
1・

0,
 東

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
84

,4
77

,7
77

,5
88

円
︔

職
員

総
計

︓
3,

00
0名

）

第
17

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
地

盤
情

報
の

法
整

備
を

⽬
指

し
て

」
（

2.
28

）
東

⽇
本

⼤
震

災
で

地
質

標
本

館
休

館
（

3.
11

-4
.1

8）
地

質
分

野
副

研
究

統
括

 佃
 

栄
吉

が
GS

J代
表

と
な

る
（

4.
1）

20
11

年
東

北
地

⽅
太

平
洋

沖
地

震
に

伴
う

海
底

で
の

⼟
砂

輸
送

と
擾

乱
の

発
⾒

（
プ

レ
ス

発
表

;1
0.

20
）

20
11

年
度

地
震

・
津

波
に

関
す

る
⾃

治
体

職
員

⽤
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
11

.1
4-

18
）

GS
Jニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

発
⾏

終
了

（
12

.2
2）

巨
⼤

地
震

に
よ

る
複

合
的

地
質

災
害

に
関

す
る

調
査

・
研

究
（

〜
20

13
年

度
）

地
質

ニ
ュ

ー
ス

発
⾏

終
了

（
3.

1）
渡

辺
真

⼈
・

吉
川

敏
之

・
濱

崎
聡

志
が

「
平

成
23

年
度

⽂
部

科
学

⼤
⾂

表
彰

 
科

学
技

術
賞

（
理

解
増

進
部

⾨
）

」
を

受
賞

（
4.

11
）

渡
邊

頼
⼦

が
「

平
成

23
年

度
科

学
技

術
分

野
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
賞

」
を

受
賞

（
4.

11
）

「
⼀

家
に

1枚
 磁

場
と

超
伝

導
」

発
⾏

（
4.

18
）

第
12

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
開

催
（

男
⿅

半
島

・
⼤

潟
，

磐
梯

⼭
，

茨
城

県
北

，
下

仁
⽥

，
秩

⽗
，

⽩
⼭

⼿
取

川
の

6地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
）

（
9.

5）
⽔

⼾
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
10

-1
1）

第
5回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
イ

タ
リ

ア
）

（
9.

5-
14

）
室

⼾
地

域
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
9.

18
）

第
2回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
全

国
⼤

会
（

洞
爺

湖
有

珠
⼭

⼤
会

）
（

9.
29

-1
0.

1）

霧
島

⼭
新

燃
岳

噴
⽕

（
1.

26
）

ク
ラ

イ
ス

ト
チ

ャ
ー

チ
地

震
 M

w
6.

1（
2.

22
）

東
北

地
⽅

太
平

洋
沖

地
震

 M
w

9.
0（

最
⼤

震
度

7︔
東

⽇
本

⼤
震

災
，

津
波

に
よ

る
甚

⼤
な

被
害

被
る

）
（

3.
11

）
福

島
第

⼀
原

発
事

故
（

3.
11

）
第

3回
⽇

本
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
本

選
（

3⽉
中

⽌
の

た
め

）
（

6.
11

-1
2）

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
東

部
で

地
震

 M
w

5.
8（

8.
24

）
紀

伊
半

島
で

台
⾵

12
号

に
よ

る
⼟

砂
災

害
（

9.
3）

ト
ル

コ
東

部
の

地
震

 M
w

7.
1（

10
.2

3）

⽯
油

天
然

ガ
ス

・
⾦

属
鉱

物
資

源
機

構
の

海
洋

資
源

探
査

船
「

⽩
嶺

」
竣

⼯
（

1.
31

）
第

1回
ア

ジ
ア

太
平

洋
⼤

規
模

地
震

・
⽕

⼭
噴

⽕
リ

ス
ク

対
策

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
G

-E
VE

R1
（

2.
22

-2
5）

ジ
オ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

つ
く

ば
が

ジ
オ

マ
イ

ス
タ

ー
中

級
20

名
認

定
（

2.
26

）
「

⼀
家

に
1枚

 太
陽

」
発

⾏
（

4.
16

）
澤

井
祐

紀
・

宍
倉

正
展

・
⾏

⾕
佑

⼀
・

岡
村

⾏
信

が
「

平
成

24
年

度
科

学
技

術
分

野
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
科

学
技

術
・

開
発

部
⾨

」
を

受
賞

（
4.

17
）

第
5回

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
（

島
原

半
島

, ⽇
本

）
（

5.
12

-1
5）

第
34

回
万

国
地

質
学

会
議

（
ブ

リ
ス

ベ
ン

）
（

8.
5-

10
）

⼤
阪

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

15
-1

7）
第

15
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

開
催

（
⼋

峰
⽩

神
，

ゆ
ざ

わ
，

銚
⼦

，
箱

根
，

伊
⾖

半
島

の
5地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

9.
24

）
第

6回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

）
（

10
.8

-
18

）
⽯

原
舜

三
産

総
研

特
別

顧
問

が
ハ

ド
ン

・
フ

ォ
レ

ス
タ

ー
・

キ
ン

グ
 

メ
ダ

ル
を

受
賞

（
10

.1
9）

第
3回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
全

国
⼤

会
（

室
⼾

⼤
会

）
（

11
.2

-5
）

第
18

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
学

で
読

み
解

く
過

去
の

巨
⼤

地
震

と
将

来
の

予
測

－
ど

こ
ま

で
わ

か
っ

た
か

－
」

（
1.

12
）

第
19

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
社

会
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

地
質

地
盤

情
報

－
都

市
平

野
部

の
地

質
地

盤
情

報
を

め
ぐ

る
最

新
の

動
向

－
」

（
1.

31
）

GS
J地

質
ニ

ュ
ー

ス
創

刊
（

⽉
刊

）
（

1.
15

）
GS

J代
表

に
佃

 
栄

吉
（

地
質

分
野

担
当

理
事

）
が

就
任

（
4.

1）
地

質
標

本
館

 
春

の
特

別
展

「
砂

漠
を

歩
い

て
マ

ン
ト

ル
へ

―
中

東
オ

マ
ー

ン
の

地
質

探
訪

―
 D

es
er

t t
o 

M
an

tle
: 

Ex
pl

or
in

g 
O

m
an

's
 g

eo
lo

gy
」

が
⽇

本
・

オ
マ

ー
ン

国
交

樹
⽴

40
周

年
特

別
企

画
と

し
て

開
催

（
4.

17
-7

.1
）

20
12

年
度

地
震

・
津

波
に

関
す

る
⾃

治
体

職
員

⽤
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
11

.5
-9

）

⽇
本

重
⼒

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

D
VD

版
出

版
JI

S 
A 

02
05

:2
01

2 
ベ

ク
ト

ル
地

質
図


主

題
属

性
コ

ー
ド

及
び

品
質

要
求

事
項

 ，
JI

S 
A 

02
04

:2
01

2 
地

質
図


記

号
，

⾊
，

模
様

，
⽤

語
及

び
凡

例
表

⽰
公

開
地

質
地

盤
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
開

始
）

地
質

図
Na

vi
公

開
開

始
地

質
調

査
研

修
（

⽇
本

地
質

学
会

主
催

で
継

続
）

に
講

師
派

遣
協

⼒

GS
J事

業
費

︓
6,

47
6,

06
0,

00
3円

25
7名

（
代

表
・

統
括

・
理

事
1・

0,
 副

統
1・

0,
 企

画
6・

1,
 活

震
30

・
0,

 地
圏

66
・

0,
 地

質
10

6・
0,

 情
セ

8・
13

, 標
本

9・
7,

 北
産

1・
0,

 東
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

84
,4

77
,7

77
,5

88
円

︔
職

員
総

計
︓

2,
94

2名
）

 
20

12
（

平
成

24
）

新
潟

県
上

越
市

板
倉

区
国

川
地

内
で

地
す

べ
り

（
3.

7）
第

1回
科

学
の

甲
⼦

園
（

24
-2

6）
つ

く
ば

市
で

⻯
巻

（
5.

6）
新

潟
県

南
⿂

沼
市

⼋
箇

峠
ト

ン
ネ

ル
の

⼯
事

現
場

で
ガ

ス
爆

発
事

故
（

5.
24

）
阿

蘇
カ

ル
デ

ラ
北

東
部

で
猛

烈
な

⾬
に

よ
る

斜
⾯

崩
壊

（
7.

12
）

筑
波

⼭
地

域
ジ

オ
パ

ー
ク

推
進

協
議

会
が

発
⾜

（
8.

23
）

⼭
中

伸
弥

 京
都

⼤
学

教
授

が
ノ

ー
ベ

ル
医

学
⽣

理
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0）

 
20

13
（

平
成

25
）

GS
J事

業
費

︓
6,

68
4,

85
4,

40
6円

24
9名

（
代

表
・

統
括

・
理

事
1・

0,
 副

統
1・

0,
 企

画
6・

1,
 活

震
29

・
0,

 地
圏

60
・

0,
 地

質
10

8・
0,

 再
⽣

7・
0,

 情
セ

6・
13

, 標
本

9・
7,

 北
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

85
,5

75
,5

47
,1

83
円

︔
職

員
総

計
︓

2,
93

9名
）

第
20

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
学

は
⽕

⼭
噴

⽕
の

推
移

予
測

に
ど

う
貢

献
す

る
か

」
（

1.
22

）
20

13
年

度
地

震
・

津
波

に
関

す
る

⾃
治

体
職

員
⽤

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

7.
1-

4）
第

21
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

古
地

震
・

古
津

波
か

ら
想

定
す

る
南

海
ト

ラ
フ

の
巨

⼤
地

震
」

（
7.

10
）

JI
S 

A 
02

06
:2

01
3 

地
質

図


⼯
学

地
質

図
に

⽤
い

る
記

号
，

⾊
，

模
様

，
⽤

語
及

び
地

層
・

岩
体

区
分

の
表

⽰
と

コ
ー

ド
群

 
公

開
（

8.
20

）
福

島
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

研
究

所
の

発
⾜

に
伴

い
，

地
熱

チ
ー

ム
，

地
中

熱
チ

ー
ム

が
同

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

す
る

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
内

に
設

置
（

10
.1

）
第

22
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

か
ら

⾝
近

な
地

質
情

報
へ

」
（

11
.3

0）
 

⽇
本

の
⽕

⼭
 第

3版
出

版
Q

ui
Q

ua
ke

地
震

動
マ

ッ
プ

公
開

地
質

標
本

館
展

⽰
改

修
（

1階
ロ

ビ
ー

天
井

の
⽇

本
列

島
周

辺
の

震
源

分
布

模
型

、
岡

⾕
活

断
層

の
は

ぎ
取

り
標

本
、

仙
台

平
野

の
津

波
堆

積
物

の
は

ぎ
取

り
標

本
、

映
像

室
の

地
中

熱
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
シ

ス
テ

ム
設

置
、

2階
第

3展
⽰

室
の

千
葉

県
神

崎
町

の
地

盤
液

状
化

層
の

は
ぎ

取
り

標
本

設
置

な
ど

）

「
⼀

家
に

1枚
 鉱

物
―

地
球

と
宇

宙
の

宝
物

―
」

の
発

⾏
（

4.
15

）
隠

岐
地

域
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
9.

10
）

第
7回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
イ

ン
ド

）
（

9.
11

-1
9）

仙
台

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）
第

18
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

（
三

笠
，

三
陸

，
佐

渡
，

四
国

⻄
予

，
お

お
い

た
姫

島
，

お
お

い
た

豊
後

⼤
野

，
桜

島
・

錦
江

湾
の

7
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

9.
24

）
第

9回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
隠

岐
⼤

会
）

（
10

.1
5-

18
）

第
2回

G
-E

VE
R国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

第
1回

IU
GS

・
⽇

本
学

術
会

議
国

際
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
10

.1
9-

20
）

東
・

東
南

ア
ジ

ア
地

球
科

学
計

画
調

整
委

員
会

（
CC

O
P）

第
49

回
年

次
総

会
（

10
.2

0-
26

）
芝

原
暁

彦
の

「
精

密
⽴

体
地

質
模

型
に

よ
る

地
形

情
報

・
地

質
情

報
の

可
視

化
と

、
博

物
館

・
ジ

オ
パ

ー
ク

等
で

の
活

⽤
」

が
「

G空
間

EX
PO

20
13

・
Ge

oア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
フ

ェ
ス

タ
」

に
て

優
秀

賞
を

受
賞

（
11

.1
6）

第
19

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

と
か

ち
⿅

追
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

12
.1

6）

産
総

研
理

事
⻑

に
中

鉢
良

治
が

就
任

（
4.

1）
淡

路
島

付
近

の
地

震
 M

j6
.3

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

4.
13

）
諏

訪
之

瀬
島

御
岳

噴
⽕

（
8.

26
）

伊
⾖

⼤
島

⻄
部

で
豪

⾬
に

よ
る

斜
⾯

崩
壊

（
10

.1
6）

⻄
之

島
⽕

⼭
噴

⽕
（

→
20

16
年

10
⽉

上
陸

調
査

）
（

11
.2

0）
第

1回
科

学
の

甲
⼦

園
ジ

ュ
ニ

ア
（

東
京

都
渋

⾕
区

）
（

12
.2

1-
22

）

 
 

20
14

（
平

成
26

）

GS
J事

業
費

︓
6,

38
9,

11
1,

04
0円

24
8名

（
代

表
・

統
括

・
理

事
1・

0,
 副

統
1・

0,
 企

画
6・

1,
 活

⽕
66

・
0,

 地
圏

59
・

0,
 地

質
67

・
0,

 再
⽣

10
・

0,
 情

セ
6・

14
, 標

本
9・

7,
 北

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
90

,4
55

,6
34

,3
66

円
︔

職
員

総
計

︓
2,

92
0名

）

活
断

層
・

地
震

研
究

セ
ン

タ
ー

の
終

了
に

よ
り

，
活

断
層

・
⽕

⼭
研

究
部

⾨
が

発
⾜

（
4.

1）
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
に

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
の

地
熱

チ
ー

ム
、

地
中

熱
チ

ー
ム

を
設

置
（

4.
1）

20
14

年
度

地
震

・
津

波
・

⽕
⼭

に
関

す
る

⾃
治

体
職

員
⽤

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

7.
14

-
17

）

⽇
本

の
⾃

然
放

射
線

(「
⽇

本
の

地
球

化
学

図
」

補
遺

)発
⾏

「
津

波
堆

積
物

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
の

公
開

「
SA

Tテ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

20
14

」
に

お
い

て
「

20
万

分
の

1⽇
本

シ
ー

ム
レ

ス
地

質
図

の
新

サ
ー

ビ
ス

と
活

⽤
事

例
」

が
「

ベ
ス

ト
産

業
実

⽤
化

賞
」

を
受

賞
（

1.
24

）
百

⽬
⻤

洋
平

が
「

平
成

26
年

度
科

学
技

術
分

野
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
賞

」
を

受
賞

（
4.

15
）

川
辺

能
成

・
坂

本
靖

英
・

駒
井

武
が

「
地

圏
環

境
リ

ス
ク

評
価

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

の
業

績
で

第
41

回
「

環
境

賞
」

優
良

賞
を

受
賞

（
6.

11
）

第
21

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

⽴
⼭

⿊
部

，
南

紀
熊

野
，

天
草

の
3地

域
が

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

8.
28

）
⿅

児
島

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

13
-1

5）
第

8回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

ス
ペ

イ
ン

）
（

9.
22

-2
8）

阿
蘇

地
域

が
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
（

9.
23

）
第

5回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
南

ア
ル

プ
ス

⼤
会

）
（

9.
27

-
29

）
第

22
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

（
苗

場
⼭

麓
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

12
.2

2）

第
38

回
全

国
⾼

等
学

校
総

合
⽂

化
祭

「
い

ば
ら

き
総

⽂
20

14
」

（
つ

く
ば

市
，

ほ
か

）
（

7.
27

-3
1）

⻑
野

県
南

⽊
曽

町
で

⼟
⽯

流
（

7.
9）

⼝
永

良
部

島
新

岳
噴

⽕
（

8.
3）

経
産

省
⼦

ど
も

デ
ー

（
第

1回
︔

経
産

省
本

館
）

（
8.

6-
7）

広
島

市
で

⼤
⾬

に
よ

る
⼟

⽯
流

及
び

斜
⾯

崩
壊

（
8.

20
）

御
嶽

⽕
⼭

噴
⽕

（
9.

27
）

第
１

回
産

総
研

テ
ク

ノ
ブ

リ
ッ

ジ
フ

ェ
ア

（
10

.2
3-

24
）

⻑
野

県
北

部
の

地
震

 M
j6

.7
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
11

.2
2）

阿
蘇

⽕
⼭

中
岳

噴
⽕

（
11

.2
5）

⾚
崎

 
勇

 名
城

⼤
教

授
・

天
野

 
浩

 名
古

屋
⼤

教
授

・
中

村
修

⼆
 

⽶
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

⼤
サ

ン
タ

バ
ー

バ
ラ

校
教

授
が

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

を
受

賞
（

12
.1

0）
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年

年
度

経
費

及
び

⼈
員

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

事
業

史
地

学
史

及
び

関
連

事
項

⼀
般

史

 
20

00
（

平
成

12
）

第
31

回
 万

国
地

質
学

会
議

（
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
）

(8
.7

-1
9)

松
江

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

29
-1

0.
1）

地
質

標
本

館
試

料
調

製
課

に
⼈

事
院

総
裁

賞
（

11
.2

9）

⽩
川

英
樹

 筑
波

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

（
12

.1
0）

 
20

02
（

平
成

14
）

GS
J事

業
費

︓
5,

68
1,

06
3,

38
3円

32
7名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
32

・
2,

 活
断

14
・

2,
 地

球
94

・
2,

 
地

圏
70

・
2,

 海
洋

60
・

2,
 成

情
4・

20
,成

標
3・

7,
 国

際
5・

2,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

91
,9

90
,3

06
,5

81
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
15

7名
）

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

記
念

講
演

会
（

明
治

記
念

館
）

 (
6.

7)
JI

S 
A 

02
04

:2
00

8 
地

質
図

 -
- 

記
号

，
⾊

，
模

様
，

⽤
語

及
び

凡
例

表
⽰

 
公

開
（

7.
20

）
⽕

⼭
と

と
も

に
⽣

き
る

⼤
地

―
北

海
道

の
地

質
図

展
―

（
札

幌
市

博
物

館
活

動
セ

ン
タ

ー
）

 (
8.

2-
4)

20
02

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

（
5.

27
-3

1）
地

質
情

報
展

に
い

が
た

「
の

ぞ
い

て
み

よ
う

⼤
地

の
不

思
議

」
（

新
潟

市
⺠

芸
術

⽂
化

会
館

 り
ゅ

〜
と

ぴ
あ

）
 (

9.
14

-1
6)

20
0万

分
の

１
地

質
編

集
図

（
第

５
版

）
出

版
50

万
分

の
１

活
構

造
図

出
版

⼤
阪

市
で

近
畿

の
地

質
図

展
開

催
 (

2.
16

-1
7)

松
江

千
佐

世
が

「
第

43
回

⽂
部

科
学

⼤
⾂

賞
創

意
⼯

夫
功

労
者

表
彰

」
を

受
賞

（
4.

15
）

新
潟

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）

コ
ン

ゴ
の

ニ
ー

ラ
ゴ

ン
ゴ

⽕
⼭

で
⼤

規
模

な
噴

⽕
 (

2.
1)

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
7.

4 
(3

.3
）

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
6.

1 
(3

.2
5）

⼩
柴

昌
俊

 東
京

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

⽥
中

耕
⼀

 
島

津
製

作
所

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所
主

任
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
 

(1
2.

10
)

 
20

03
（

平
成

15
）

GS
J事

業
費

︓
5,

31
7,

91
1,

33
2円

30
4名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
31

・
2,

 活
断

13
・

1,
 地

球
86

・
2,

 
地

圏
64

・
2,

 海
洋

58
・

2,
 成

情
4・

19
,成

標
4・

5,
 国

際
4・

1,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

92
,1

85
,5

74
,6

15
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
11

5名
）

20
03

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

 (
5.

26
-2

9)
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

に
佃

 
栄

吉
就

任
 (

12
.1

)

10
0万

分
の

1⽇
本

地
質

図
 第

3版
 C

D
-R

O
M

版
 第

2版
出

版
20

万
分

の
1⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
公

開
（

開
始

）
⼟

壌
・

地
質

汚
染

評
価

基
本

図
の

公
開

（
開

始
）

⽯
原

舜
三

産
総

研
特

別
顧

問
が

ロ
シ

ア
ア

カ
デ

ミ
ー

会
員

に
選

出
（

5.
22

）
静

岡
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
(9

.1
9-

21
)

熊
本

県
⽔

俣
市

宝
川

内
集

地
区

で
集

中
豪

⾬
に

よ
る

⼟
⽯

流
（

7.
20

）
宮

城
県

沖
地

震
 M

j7
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

5.
26

）
宮

城
県

北
部

の
地

震
 M

j6
.4

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
26

）
⼗

勝
沖

地
震

 M
j8

.0
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
9.

26
）

イ
ラ

ン
地

震
 M

w
6.

6（
12

.2
6）

通
商

産
業

省
⼯

業
技

術
院

地
質

調
査

所
か

ら
経

済
産

業
省

産
業

技
術

総
合

研
究

所
地

質
調

査
所

に
移

⾏
(1

.1
)

経
済

産
業

省
産

業
技

術
総

合
研

究
所

傘
下

の
15

研
究

所
が

独
⽴

⾏
政

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
に

移
⾏

（
地

質
の

調
査

に
関

わ
る

業
務

を
担

う
組

織
と

し
て

深
部

地
質

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

，
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
科

学
情

報
研

究
部

⾨
，

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

標
本

館
，

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

が
設

置
さ

れ
，

こ
れ

ら
を

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J）
と

総
称

，
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
⾦

原
啓

司
）

を
置

く
 (

4.
1)

地
質

調
査

所
⽉

報
を

地
質

調
査

研
究

報
告

に
名

称
変

更
 (

4.
1)

三
宅

⾼
校

の
⽣

徒
を

招
待

し
て

三
宅

島
⽕

⼭
に

関
す

る
授

業
（

4.
17

）
20

01
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

6.
4-

8）

⽇
本

周
辺

海
域

⾳
波

探
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
CD

-R
O

M
版

）
出

版
⽇

本
地

質
図

索
引

図
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
CD

-R
O

M
版

（
19

60
〜

19
99

）
北

海
道

地
質

ガ
イ

ド
（

CD
-R

O
M

）
東

・
東

南
ア

ジ
ア

都
市

域
の

地
球

科
学

情
報

（
CD

-R
O

M
）

陸
域

地
質

図
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

継
続

）
海

域
地

質
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

衛
星

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

原
⼦

⼒
安

全
規

制
⽀

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）
「

活
断

層
・

古
地

震
研

究
報

告
」

創
刊

（
継

続
）

GS
J事

業
費

︓
5,

99
9,

37
9,

54
1円

33
9名

（
研

コ
2・

0,
 深

地
35

・
2,

 活
断

14
・

16
, 地

球
92

・
2,

 
地

圏
67

・
2,

 海
洋

70
・

2,
 成

情
4・

21
,成

標
4・

7,
 国

際
5・

3,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,1

48
,5

02
,4

11
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
20

3名
）

 
20

01
（

平
成

13
）

最
新

地
質

図
発

表
会

開
催

（
科

学
技

術
館

）
 (

9.
12

)
⾦

沢
市

で
北

陸
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
21

-2
3）

国
⽴

研
究

所
の

独
⽴

⾏
政

法
⼈

化
 (

4.
1)

産
総

研
理

事
⻑

に
吉

川
弘

之
が

就
任

（
4.

1）
⽶

国
で

同
時

多
発

テ
ロ

（
9.

11
）

野
依

良
治

 名
古

屋
⼤

学
物

質
科

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
⻑

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

 (
12

.1
0)

 
20

13
（

平
成

25
）

GS
J事

業
費

︓
6,

68
4,

85
4,

40
6円

24
9名

（
代

表
・

統
括

・
理

事
1・

0,
 副

統
1・

0,
 企

画
6・

1,
 活

震
29

・
0,

 地
圏

60
・

0,
 地

質
10

8・
0,

 再
⽣

7・
0,

 情
セ

6・
13

, 標
本

9・
7,

 北
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

85
,5

75
,5

47
,1

83
円

︔
職

員
総

計
︓

2,
93

9名
）

第
20

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
地

質
学

は
⽕

⼭
噴

⽕
の

推
移

予
測

に
ど

う
貢

献
す

る
か

」
（

1.
22

）
20

13
年

度
地

震
・

津
波

に
関

す
る

⾃
治

体
職

員
⽤

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

7.
1-

4）
第

21
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

古
地

震
・

古
津

波
か

ら
想

定
す

る
南

海
ト

ラ
フ

の
巨

⼤
地

震
」

（
7.

10
）

JI
S 

A 
02

06
:2

01
3 

地
質

図


⼯
学

地
質

図
に

⽤
い

る
記

号
，

⾊
，

模
様

，
⽤

語
及

び
地

層
・

岩
体

区
分

の
表

⽰
と

コ
ー

ド
群

 
公

開
（

8.
20

）
福

島
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

研
究

所
の

発
⾜

に
伴

い
，

地
熱

チ
ー

ム
，

地
中

熱
チ

ー
ム

が
同

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

す
る

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
内

に
設

置
（

10
.1

）
第

22
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

か
ら

⾝
近

な
地

質
情

報
へ

」
（

11
.3

0）
 

⽇
本

の
⽕

⼭
 第

3版
出

版
Q

ui
Q

ua
ke

地
震

動
マ

ッ
プ

公
開

地
質

標
本

館
展

⽰
改

修
（

1階
ロ

ビ
ー

天
井

の
⽇

本
列

島
周

辺
の

震
源

分
布

模
型

、
岡

⾕
活

断
層

の
は

ぎ
取

り
標

本
、

仙
台

平
野

の
津

波
堆

積
物

の
は

ぎ
取

り
標

本
、

映
像

室
の

地
中

熱
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
シ

ス
テ

ム
設

置
、

2階
第

3展
⽰

室
の

千
葉

県
神

崎
町

の
地

盤
液

状
化

層
の

は
ぎ

取
り

標
本

設
置

な
ど

）

「
⼀

家
に

1枚
 鉱

物
―

地
球

と
宇

宙
の

宝
物

―
」

の
発

⾏
（

4.
15

）
隠

岐
地

域
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
9.

10
）

第
7回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
イ

ン
ド

）
（

9.
11

-1
9）

仙
台

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）
第

18
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

（
三

笠
，

三
陸

，
佐

渡
，

四
国

⻄
予

，
お

お
い

た
姫

島
，

お
お

い
た

豊
後

⼤
野

，
桜

島
・

錦
江

湾
の

7
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

9.
24

）
第

9回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
隠

岐
⼤

会
）

（
10

.1
5-

18
）

第
2回

G
-E

VE
R国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

第
1回

IU
GS

・
⽇

本
学

術
会

議
国

際
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
10

.1
9-

20
）

東
・

東
南

ア
ジ

ア
地

球
科

学
計

画
調

整
委

員
会

（
CC

O
P）

第
49

回
年

次
総

会
（

10
.2

0-
26

）
芝

原
暁

彦
の

「
精

密
⽴

体
地

質
模

型
に

よ
る

地
形

情
報

・
地

質
情

報
の

可
視

化
と

、
博

物
館

・
ジ

オ
パ

ー
ク

等
で

の
活

⽤
」

が
「

G空
間

EX
PO

20
13

・
Ge

oア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
フ

ェ
ス

タ
」

に
て

優
秀

賞
を

受
賞

（
11

.1
6）

第
19

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

と
か

ち
⿅

追
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

12
.1

6）

産
総

研
理

事
⻑

に
中

鉢
良

治
が

就
任

（
4.

1）
淡

路
島

付
近

の
地

震
 M

j6
.3

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

4.
13

）
諏

訪
之

瀬
島

御
岳

噴
⽕

（
8.

26
）

伊
⾖

⼤
島

⻄
部

で
豪

⾬
に

よ
る

斜
⾯

崩
壊

（
10

.1
6）

⻄
之

島
⽕

⼭
噴

⽕
（

→
20

16
年

10
⽉

上
陸

調
査

）
（

11
.2

0）
第

1回
科

学
の

甲
⼦

園
ジ

ュ
ニ

ア
（

東
京

都
渋

⾕
区

）
（

12
.2

1-
22

）

 
 

20
14

（
平

成
26

）

GS
J事

業
費

︓
6,

38
9,

11
1,

04
0円

24
8名

（
代

表
・

統
括

・
理

事
1・

0,
 副

統
1・

0,
 企

画
6・

1,
 活

⽕
66

・
0,

 地
圏

59
・

0,
 地

質
67

・
0,

 再
⽣

10
・

0,
 情

セ
6・

14
, 標

本
9・

7,
 北

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
90

,4
55

,6
34

,3
66

円
︔

職
員

総
計

︓
2,

92
0名

）

活
断

層
・

地
震

研
究

セ
ン

タ
ー

の
終

了
に

よ
り

，
活

断
層

・
⽕

⼭
研

究
部

⾨
が

発
⾜

（
4.

1）
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
に

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
の

地
熱

チ
ー

ム
、

地
中

熱
チ

ー
ム

を
設

置
（

4.
1）

20
14

年
度

地
震

・
津

波
・

⽕
⼭

に
関

す
る

⾃
治

体
職

員
⽤

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

7.
14

-
17

）

⽇
本

の
⾃

然
放

射
線

(「
⽇

本
の

地
球

化
学

図
」

補
遺

)発
⾏

「
津

波
堆

積
物

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
の

公
開

「
SA

Tテ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

20
14

」
に

お
い

て
「

20
万

分
の

1⽇
本

シ
ー

ム
レ

ス
地

質
図

の
新

サ
ー

ビ
ス

と
活

⽤
事

例
」

が
「

ベ
ス

ト
産

業
実

⽤
化

賞
」

を
受

賞
（

1.
24

）
百

⽬
⻤

洋
平

が
「

平
成

26
年

度
科

学
技

術
分

野
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
賞

」
を

受
賞

（
4.

15
）

川
辺

能
成

・
坂

本
靖

英
・

駒
井

武
が

「
地

圏
環

境
リ

ス
ク

評
価

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

の
業

績
で

第
41

回
「

環
境

賞
」

優
良

賞
を

受
賞

（
6.

11
）

第
21

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

⽴
⼭

⿊
部

，
南

紀
熊

野
，

天
草

の
3地

域
が

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

8.
28

）
⿅

児
島

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

13
-1

5）
第

8回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

ス
ペ

イ
ン

）
（

9.
22

-2
8）

阿
蘇

地
域

が
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
（

9.
23

）
第

5回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
南

ア
ル

プ
ス

⼤
会

）
（

9.
27

-
29

）
第

22
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

（
苗

場
⼭

麓
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

12
.2

2）

第
38

回
全

国
⾼

等
学

校
総

合
⽂

化
祭

「
い

ば
ら

き
総

⽂
20

14
」

（
つ

く
ば

市
，

ほ
か

）
（

7.
27

-3
1）

⻑
野

県
南

⽊
曽

町
で

⼟
⽯

流
（

7.
9）

⼝
永

良
部

島
新

岳
噴

⽕
（

8.
3）

経
産

省
⼦

ど
も

デ
ー

（
第

1回
︔

経
産

省
本

館
）

（
8.

6-
7）

広
島

市
で

⼤
⾬

に
よ

る
⼟

⽯
流

及
び

斜
⾯

崩
壊

（
8.

20
）

御
嶽

⽕
⼭

噴
⽕

（
9.

27
）

第
１

回
産

総
研

テ
ク

ノ
ブ

リ
ッ

ジ
フ

ェ
ア

（
10

.2
3-

24
）

⻑
野

県
北

部
の

地
震

 M
j6

.7
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
11

.2
2）

阿
蘇

⽕
⼭

中
岳

噴
⽕

（
11

.2
5）

⾚
崎

 
勇

 名
城

⼤
教

授
・

天
野

 
浩

 名
古

屋
⼤

教
授

・
中

村
修

⼆
 

⽶
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

⼤
サ

ン
タ

バ
ー

バ
ラ

校
教

授
が

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

を
受

賞
（

12
.1

0）

 
20

15
（

平
成

27
）

GS
J事

業
費

︓
13

,7
95

,9
12

,2
46

円
24

7名
（

セ
⻑

・
理

事
1・

0,
 戦

⻑
1・

0,
 戦

略
8・

1,
 活

⽕
62

・
0,

 地
圏

57
・

0,
 地

質
74

・
0,

 再
⽣

13
・

0,
 基

盤
9・

20
, 北

産
1・

0）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
88

,9
24

,5
58

,5
38

円
︔

職
員

総
計

︓
2,

94
1名

）

第
23

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
⽇

本
列

島
の

⻑
期

的
地

質
変

動
の

予
測

に
向

け
た

取
り

組
み

と
今

後
の

課
題

－
数

⼗
万

年
の

過
去

を
解

明
し

、
将

来
を

予
測

す
る

技
術

・
知

⾒
・

モ
デ

ル
－

」
（

1.
16

）
深

部
地

質
環

境
研

究
コ

ア
が

終
了

（
3.

31
）

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J代
表

→
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
⻑

）
に

，
研

究
戦

略
部

が
設

置
, 地

質
調

査
情

報
セ

ン
タ

ー
と

地
質

標
本

館
が

統
合

さ
れ

，
地

質
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
発

⾜
（

4.
1）

20
15

年
度

地
震

・
津

波
・

⽕
⼭

に
関

す
る

⾃
治

体
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
7.

13
-1

6）
第

1回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
模

型
で

の
ぞ

く
ジ

オ
・

ワ
ー

ル
ド

」
（

12
.2

1）

⼤
熊

洋
⼦

が
「

平
成

27
年

度
科

学
技

術
分

野
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
賞

」
を

受
賞

（
4.

17
）

齋
藤

⽂
紀

が
VA

ST
 C

am
pa

ig
n 

M
ed

al
（

ベ
ト

ナ
ム

科
学

技
術

院
メ

ダ
ル

）
を

受
賞

（
5.

18
）

第
24

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

栗
駒

⼭
麓

，
M

in
e 

秋
吉

台
，

三
島

村
・

⻤
界

カ
ル

デ
ラ

の
3地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

9.
4）

⼤
和

⽥
 

朗
・

佐
藤

卓
⾒

・
平

林
恵

⾥
が

「
粘

⼟
お

よ
び

鉱
物

の
脆

弱
試

料
に

対
す

る
薄

⽚
作

製
法

の
開

発
」

の
業

績
で

平
成

27
年

度
に

本
粘

⼟
学

会
技

術
賞

を
受

賞
（

9.
4）

⻑
野

市
で

地
質

情
報

展
（

9.
11

-1
3）

第
9回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
ブ

ラ
ジ

ル
）

（
9.

13
-2

0）
ア

ポ
イ

岳
地

域
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
9.

19
）

第
6回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
全

国
⼤

会
（

霧
島

⼤
会

）
（

10
.2

7-
29

）
第

38
回

ユ
ネ

ス
コ

総
会

に
お

い
て

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
の

ユ
ネ

ス
コ

正
式

事
業

化
決

定
（

11
.1

8）

独
⽴

⾏
政

法
⼈

の
⾒

直
し

に
よ

り
，

国
⽴

研
究

開
発

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
と

な
る

︔
産

総
研

第
4期

中
期

計
画

の
始

ま
り

（
4.

1）
⼝

永
良

部
島

新
岳

噴
⽕

（
5.

29
）

箱
根

⽕
⼭

⼤
涌

⾕
⼩

規
模

噴
⽕

（
6.

29
-7

.1
）

茨
城

県
常

総
市

の
⻤

怒
川

が
豪

⾬
に

よ
り

決
壊

（
9.

10
）

梶
⽥

隆
章

 東
京

⼤
宇

宙
線

研
究

所
⻑

が
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
を

受
賞

，
⼤

村
 

智
 北

⾥
⼤

特
別

栄
誉

教
授

が
ノ

ー
ベ

ル
医

学
⽣

理
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0）

 
20

16
（

平
成

28
）

GS
J事

業
費

︓
9,

33
8,

29
2,

99
7円

24
3名

（
セ

⻑
・

理
事

1・
0,

 戦
⻑

1・
0,

 戦
略

9・
1,

 活
⽕

63
・

0,
 地

圏
56

・
0,

 地
質

71
・

0,
 再

⽣
12

・
0,

 基
盤

8・
20

, 北
産

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

89
,5

63
,1

93
,9

38
円

︔
職

員
総

計
︓

2,
96

3名
）

産
総

研
に

Su
st

ai
na

bl
e 

Re
m

ed
ia

tio
nコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
設

⽴
（

2.
1）

第
2回

GS
Jジ

オ
・

サ
ロ

ン
「

化
⽯

の
お

い
し

い
話

」
（

2.
1）

第
3回

GS
Jジ

オ
・

サ
ロ

ン
「

鉱
物

と
あ

そ
ぼ

う
︕

〜
さ

あ
、

ア
ク

ア
マ

リ
ン

の
世

界
へ

」
（

3.
27

）
第

4回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
「

⽯
が

息
づ

く
世

界
」

」
（

4.
16

）
第

5回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
ウ

ェ
ブ

カ
ラ

地
質

図
」

（
5.

30
）

20
16

年
度

地
震

・
津

波
・

⽕
⼭

に
関

す
る

⾃
治

体
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
7.

11
-1

4）
第

6回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
富

⼠
⼭

を
考

え
る

」
（

8.
1）

筑
波

⼭
地

域
ジ

オ
パ

ー
ク

認
定

記
念

地
質

標
本

館
イ

ベ
ン

ト
（

9.
17

）
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

認
定

記
念

（
筑

波
⼭

地
域

）
地

質
標

本
館

臨
時

展
⽰

（
10

.4
-1

0.
29

）
第

7回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
み

ん
な

の
地

質
図

」
（

10
.1

1）
筑

波
⼭

地
域

ジ
オ

パ
ー

ク
認

定
記

念
地

質
標

本
館

講
演

会
（

10
.1

6）
第

8回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
『

⽇
本

周
辺

の
メ

タ
ン

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

』
―

な
ぜ

そ
こ

に
あ

る
の

か
︖

―
」

（
11

.2
1）

第
9回

GS
Jジ

オ
・

サ
ロ

ン
「

⾦
の

魅
⼒

」
（

12
.1

9）

10
0万

分
の

1地
質

図
幅

「
東

ア
ジ

ア
地

域
地

震
⽕

⼭
災

害
情

報
図

」
出

版
富

⼠
⽕

⼭
地

質
図

（
第

2版
）

発
⾏

⾦
⼦

（
吉

⽥
）

清
⾹

が
「

平
成

28
年

度
科

学
技

術
分

野
⽂

部
科

学
⼤

⾂
表

彰
創

意
⼯

夫
功

労
賞

」
を

受
賞

（
4.

21
）

⽇
本

地
質

学
会

が
「

県
の

⽯
」

（
岩

⽯
・

鉱
物

・
化

⽯
）

選
定

（
5.

10
）

NH
K「

ブ
ラ

タ
モ

リ
」

制
作

ス
タ

ッ
フ

に
国

⼟
地

理
院

が
「

測
量

の
⽇

」
功

労
者

感
謝

状
贈

呈
（

6.
3）

第
10

回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

⽇
本

，
三

重
県

）
（

8.
20

-
27

）
第

35
回

 万
国

地
質

学
会

議
（

南
ア

フ
リ

カ
）

（
8.

27
-9

.4
）

第
28

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

箱
根

，
下

北
，

筑
波

⼭
地

域
，

浅
間

⼭
北

麓
，

⿃
海

⼭
・

⾶
島

の
5地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

9.
9）

東
京

都
世

⽥
⾕

区
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

10
-1

2）
「

地
質

図
Na

vi
」

が
「

⽇
本

地
質

学
会

表
彰

」
を

受
賞

（
9.

10
）

⽇
本

鉱
物

科
学

会
が

⽇
本

の
⽯

（
ひ

す
い

）
選

定
（

9.
24

）
第

7回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
伊

⾖
半

島
⼤

会
）

（
10

.1
0-

12
）

豊
遙

秋
元

地
質

標
本

館
館

⻑
に

ち
な

ん
で

命
名

さ
れ

た
新

鉱
物

「
豊

⽯
（

ぶ
ん

の
せ

き
）

」
が

M
in

er
. P

et
ro

l.誌
に

論
⽂

公
表

（
12

）

熊
本

地
震

発
⽣

 M
j6

.5
（

最
⼤

震
度

7）
（

の
ち

に
"前

震
"と

判
明

）
（

4.
14

）
熊

本
地

震
本

震
発

⽣
 M

j7
.3

（
最

⼤
震

度
7）

（
4.

16
）

国
⺠

の
祝

⽇
「

⼭
の

⽇
」

開
始

（
8.

11
）

特
定

国
⽴

研
究

開
発

法
⼈

に
よ

る
研

究
開

発
等

の
促

進
に

関
す

る
特

別
措

置
法

に
よ

り
，

理
化

学
研

究
所

，
産

業
技

術
総

合
研

究
所

，
物

質
・

材
料

研
究

機
構

の
3機

関
を

特
定

国
⽴

研
究

開
発

法
⼈

に
指

定
（

10
.1

）
阿

蘇
⽕

⼭
中

岳
噴

⽕
（

10
.8

）
⿃

取
県

中
部

の
地

震
 M

j6
.6

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

10
.2

1）
福

岡
県

福
岡

市
博

多
駅

前
道

路
で

地
下

鉄
⼯

事
に

伴
う

陥
没

事
故

（
11

.8
）

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

南
島

の
地

震
 M

w
7.

8（
11

.1
4(

⽇
本

時
間

11
.1

3)
）

福
島

県
沖

の
地

震
 M

j7
.4

（
最

⼤
震

度
5弱

）
（

11
.2

2）
11

3番
⽬

の
元

素
の

名
称

が
ニ

ホ
ニ

ウ
ム

と
正

式
決

定
（

11
.3

0）
⼤

隅
良

典
 東

京
⼯

業
⼤

栄
誉

教
授

が
ノ

ー
ベ

ル
医

学
⽣

理
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0）

茨
城

県
北

部
の

地
震

 M
j6

.3
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
12

.2
8）
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付表 2　産総研GSJ 年表

年
年

度
経

費
及

び
⼈

員
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
事

業
史

地
学

史
及

び
関

連
事

項
⼀

般
史

 
20

00
（

平
成

12
）

第
31

回
 万

国
地

質
学

会
議

（
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
）

(8
.7

-1
9)

松
江

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

29
-1

0.
1）

地
質

標
本

館
試

料
調

製
課

に
⼈

事
院

総
裁

賞
（

11
.2

9）

⽩
川

英
樹

 筑
波

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

（
12

.1
0）

 
20

02
（

平
成

14
）

GS
J事

業
費

︓
5,

68
1,

06
3,

38
3円

32
7名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
32

・
2,

 活
断

14
・

2,
 地

球
94

・
2,

 
地

圏
70

・
2,

 海
洋

60
・

2,
 成

情
4・

20
,成

標
3・

7,
 国

際
5・

2,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

91
,9

90
,3

06
,5

81
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
15

7名
）

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

記
念

講
演

会
（

明
治

記
念

館
）

 (
6.

7)
JI

S 
A 

02
04

:2
00

8 
地

質
図

 -
- 

記
号

，
⾊

，
模

様
，

⽤
語

及
び

凡
例

表
⽰

 
公

開
（

7.
20

）
⽕

⼭
と

と
も

に
⽣

き
る

⼤
地

―
北

海
道

の
地

質
図

展
―

（
札

幌
市

博
物

館
活

動
セ

ン
タ

ー
）

 (
8.

2-
4)

20
02

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

（
5.

27
-3

1）
地

質
情

報
展

に
い

が
た

「
の

ぞ
い

て
み

よ
う

⼤
地

の
不

思
議

」
（

新
潟

市
⺠

芸
術

⽂
化

会
館

 り
ゅ

〜
と

ぴ
あ

）
 (

9.
14

-1
6)

20
0万

分
の

１
地

質
編

集
図

（
第

５
版

）
出

版
50

万
分

の
１

活
構

造
図

出
版

⼤
阪

市
で

近
畿

の
地

質
図

展
開

催
 (

2.
16

-1
7)

松
江

千
佐

世
が

「
第

43
回

⽂
部

科
学

⼤
⾂

賞
創

意
⼯

夫
功

労
者

表
彰

」
を

受
賞

（
4.

15
）

新
潟

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）

コ
ン

ゴ
の

ニ
ー

ラ
ゴ

ン
ゴ

⽕
⼭

で
⼤

規
模

な
噴

⽕
 (

2.
1)

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
7.

4 
(3

.3
）

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
6.

1 
(3

.2
5）

⼩
柴

昌
俊

 東
京

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

⽥
中

耕
⼀

 
島

津
製

作
所

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所
主

任
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
 

(1
2.

10
)

 
20

03
（

平
成

15
）

GS
J事

業
費

︓
5,

31
7,

91
1,

33
2円

30
4名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
31

・
2,

 活
断

13
・

1,
 地

球
86

・
2,

 
地

圏
64

・
2,

 海
洋

58
・

2,
 成

情
4・

19
,成

標
4・

5,
 国

際
4・

1,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

92
,1

85
,5

74
,6

15
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
11

5名
）

20
03

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

 (
5.

26
-2

9)
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

に
佃

 
栄

吉
就

任
 (

12
.1

)

10
0万

分
の

1⽇
本

地
質

図
 第

3版
 C

D
-R

O
M

版
 第

2版
出

版
20

万
分

の
1⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
公

開
（

開
始

）
⼟

壌
・

地
質

汚
染

評
価

基
本

図
の

公
開

（
開

始
）

⽯
原

舜
三

産
総

研
特

別
顧

問
が

ロ
シ

ア
ア

カ
デ

ミ
ー

会
員

に
選

出
（

5.
22

）
静

岡
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
(9

.1
9-

21
)

熊
本

県
⽔

俣
市

宝
川

内
集

地
区

で
集

中
豪

⾬
に

よ
る

⼟
⽯

流
（

7.
20

）
宮

城
県

沖
地

震
 M

j7
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

5.
26

）
宮

城
県

北
部

の
地

震
 M

j6
.4

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
26

）
⼗

勝
沖

地
震

 M
j8

.0
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
9.

26
）

イ
ラ

ン
地

震
 M

w
6.

6（
12

.2
6）

通
商

産
業

省
⼯

業
技

術
院

地
質

調
査

所
か

ら
経

済
産

業
省

産
業

技
術

総
合

研
究

所
地

質
調

査
所

に
移

⾏
(1

.1
)

経
済

産
業

省
産

業
技

術
総

合
研

究
所

傘
下

の
15

研
究

所
が

独
⽴

⾏
政

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
に

移
⾏

（
地

質
の

調
査

に
関

わ
る

業
務

を
担

う
組

織
と

し
て

深
部

地
質

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

，
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
科

学
情

報
研

究
部

⾨
，

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

標
本

館
，

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

が
設

置
さ

れ
，

こ
れ

ら
を

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J）
と

総
称

，
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
⾦

原
啓

司
）

を
置

く
 (

4.
1)

地
質

調
査

所
⽉

報
を

地
質

調
査

研
究

報
告

に
名

称
変

更
 (

4.
1)

三
宅

⾼
校

の
⽣

徒
を

招
待

し
て

三
宅

島
⽕

⼭
に

関
す

る
授

業
（

4.
17

）
20

01
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

6.
4-

8）

⽇
本

周
辺

海
域

⾳
波

探
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
CD

-R
O

M
版

）
出

版
⽇

本
地

質
図

索
引

図
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
CD

-R
O

M
版

（
19

60
〜

19
99

）
北

海
道

地
質

ガ
イ

ド
（

CD
-R

O
M

）
東

・
東

南
ア

ジ
ア

都
市

域
の

地
球

科
学

情
報

（
CD

-R
O

M
）

陸
域

地
質

図
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

継
続

）
海

域
地

質
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

衛
星

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

原
⼦

⼒
安

全
規

制
⽀

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）
「

活
断

層
・

古
地

震
研

究
報

告
」

創
刊

（
継

続
）

GS
J事

業
費

︓
5,

99
9,

37
9,

54
1円

33
9名

（
研

コ
2・

0,
 深

地
35

・
2,

 活
断

14
・

16
, 地

球
92

・
2,

 
地

圏
67

・
2,

 海
洋

70
・

2,
 成

情
4・

21
,成

標
4・

7,
 国

際
5・

3,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,1

48
,5

02
,4

11
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
20

3名
）

 
20

01
（

平
成

13
）

最
新

地
質

図
発

表
会

開
催

（
科

学
技

術
館

）
 (

9.
12

)
⾦

沢
市

で
北

陸
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
21

-2
3）

国
⽴

研
究

所
の

独
⽴

⾏
政

法
⼈

化
 (

4.
1)

産
総

研
理

事
⻑

に
吉

川
弘

之
が

就
任

（
4.

1）
⽶

国
で

同
時

多
発

テ
ロ

（
9.

11
）

野
依

良
治

 名
古

屋
⼤

学
物

質
科

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
⻑

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

 (
12

.1
0)

 
 

20
18

（
平

成
30

）

GS
J事

業
費

︓
7,

96
1,

08
0,

84
0円

25
0名

（
セ

⻑
1・

0,
 ⻑

補
1・

0,
 戦

⻑
1・

0,
 戦

略
9・

1,
 活

⽕
64

・
0,

 地
圏

58
・

0,
 地

質
76

・
0,

 再
⽣

14
・

0,
 基

盤
8・

18
）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

95
,7

91
,6

04
,6

96
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
03

6名
）

第
14

回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
体

験
︕

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
」

（
1.

20
）

地
質

標
本

館
の

⽇
本

列
島

⽴
体

地
質

図
を

約
40

年
ぶ

り
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

公
開

（
3.

1）
千

葉
県

北
部

の
3次

元
地

質
地

盤
図

公
開

（
3.

27
）

地
質

標
本

館
来

館
者

12
0万

⼈
達

成
（

5.
23

）
20

18
年

度
春

期
地

質
調

査
研

修
（

5.
28

-6
.1

）
20

18
年

度
GS

J国
際

研
修

（
6.

26
-7

.1
3）

20
18

年
度

地
震

・
津

波
・

⽕
⼭

に
関

す
る

⾃
治

体
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
7.

9-
12

）
第

15
回

GS
Jジ

オ
・

サ
ロ

ン
「

⽔
の

座
談

会
〜

⾷
べ

て
飲

ん
で

⽔
を

知
る

〜
」

（
8.

18
）

20
18

年
度

秋
期

地
質

調
査

研
修

（
10

.2
9-

11
.2

）
第

29
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

研
究

成
果

報
告

会
 

粘
⼟

・
粘

⼟
鉱

物
 ―

枯
渇

の
危

機
に

あ
る

貴
重

な
国

内
資

源
―

」
（

12
.6

）
ジ

オ
・

ス
ク

ー
ル

 少
⼈

数
で

学
ぶ

地
形

判
読

研
修

（
12

.1
1-

12
）

第
16

回
ジ

オ
・

サ
ロ

ン
「

宇
宙

か
ら

地
質

Ⅱ
〜

映
画

の
中

の
ウ

ソ
︖

ホ
ン

ト
!?

〜
」

（
12

.1
6）

伊
⾖

半
島

地
域

が
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

に
認

定
（

4.
17

）
第

12
回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
タ

イ
）

（
8.

8-
17

）
地

質
情

報
展

20
19

北
海

道
が

9.
6発

⽣
の

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
の

た
め

開
催

中
⽌

（
9.

7-
9予

定
）

第
35

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

萩
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

）
（

9.
20

）
第

9回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
ア

ポ
イ

岳
⼤

会
）

（
10

.6
-

8） 内
藤

⼀
樹

制
作

の
ス

マ
ホ

⽤
ア

プ
リ

「
鉄

道
地

質
」

が
Li

nk
ed

 
O

pe
n 

D
at

aチ
ャ

レ
ン

ジ
Ja

pa
n2

01
8最

優
秀

賞
を

受
賞

（
12

.8
）

草
津

⽩
根

⽕
⼭

本
⽩

根
⼭

噴
⽕

（
1.

23
）

霧
島

⼭
新

燃
岳

噴
⽕

再
開

（
3.

1）
島

根
県

⻄
部

の
地

震
 M

j6
.1

（
最

⼤
震

度
5強

）
（

4.
9）

⼤
分

県
中

津
市

耶
⾺

溪
で

斜
⾯

崩
壊

（
4.

11
）

⼤
阪

府
北

部
の

地
震

 M
j6

.1
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
6.

18
）

福
岡

県
北

九
州

市
⾨

司
区

，
広

島
県

安
芸

郡
熊

野
町

，
広

島
県

呉
市

安
浦

町
，

愛
媛

県
宇

和
島

市
吉

⽥
町

，
⿅

児
島

県
⿅

児
島

市
古

⾥
町

，
⾼

知
県

幡
多

郡
⼤

⽉
町

等
で

豪
⾬

に
よ

る
斜

⾯
崩

壊
，

岡
⼭

県
倉

敷
市

真
備

町
で

豪
⾬

に
よ

る
⽔

害
等

（
7.

6-
7.

8）
台

⾵
21

号
徳

島
県

上
陸

（
9.

2）
，

⾼
潮

で
関

⻄
国

際
空

港
が

浸
⽔

，
⼤

阪
府

・
和

歌
⼭

県
・

兵
庫

県
で

⼤
規

模
停

電
（

9.
4）

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
 M

j6
.7

（
最

⼤
震

度
7;

 苫
東

厚
真

発
電

所
の

被
災

に
よ

り
北

海
道

の
ほ

ぼ
全

域
で

停
電

）
（

9.
6）

第
1回

化
⽯

の
⽇

（
10

.1
5）

国
際

度
量

衡
会

議
に

て
SI

基
本

4単
位

の
改

定
が

決
定

（
11

.1
7）

本
庶

 
佑

 京
都

⼤
学

名
誉

教
授

が
ノ

ー
ベ

ル
賞

⽣
理

学
・

医
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0 

）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
⻄

部
ス

ン
ダ

海
峡

で
ク

ラ
カ

タ
ワ

⽕
⼭

噴
⽕

に
伴

う
津

波
（

ス
マ

ト
ラ

島
や

ジ
ャ

ワ
島

海
岸

で
甚

⼤
な

被
害

）
（

12
.2

2）

第
10

回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
沖

縄
の

⻘
い

海
の

下
を

の
ぞ

い
て

み
よ

う
」

（
1.

16
）

Ge
oB

an
k（

ジ
オ

バ
ン

ク
）

募
集

開
始

（
1.

23
）

第
11

回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
⾒

え
な

い
⽔

」
－

地
下

⽔
の

今
昔

－
（

2.
20

）
第

24
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

よ
う

こ
そ

ジ
オ

・
ワ

ー
ル

ド
へ

」
（

3.
18

）
第

12
回

GS
Jジ

オ
・

サ
ロ

ン
「

宇
宙

(そ
ら

)か
ら

地
質

」
（

3.
27

）
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
⻑

に
⽮

野
雄

策
が

就
任

（
4.

1）
20

17
年

度
地

震
・

津
波

・
⽕

⼭
に

関
す

る
⾃

治
体

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

7.
10

-1
3）

第
25

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
富

⼠
⼭

50
00

ｍ
の

科
学

 
－

駿
河

湾
北

部
の

地
質

と
⾃

然
を

探
る

－
」

（
9.

21
）

第
26

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
富

⼠
⼭

50
00

ｍ
の

科
学

 
－

駿
河

湾
北

部
の

地
質

と
⾃

然
を

探
る

－
」

（
10

.1
0）

第
13

回
GS

Jジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
⽇

本
列

島
地

殻
変

動
の

謎
に

迫
る

」
（

10
.1

3）
第

1回
ジ

オ
・

ス
ク

ー
ル

地
質

調
査

研
修

（
11

.6
-1

0）
第

27
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

全
国

版
⾃

然
由

来
重

⾦
属

類
デ

ー
タ

整
備

に
向

け
て

」
（

11
.2

2）
第

28
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

研
究

成
果

報
告

会
 

地
圏

資
源

環
境

の
研

究
ス

ト
ー

リ
ー

 －
社

会
へ

つ
な

げ
る

研
究

を
⽬

指
し

て
－

」
（

12
.7

）

70
0 

万
分

の
 1

 ⽇
本

周
辺

海
域

鉱
物

資
源

分
布

図
（

第
 2

 版
）

出
版

20
万

分
の

1⽇
本

シ
ー

ム
レ

ス
地

質
図

V2
公

開
3D

地
質

地
盤

図
（

千
葉

県
北

部
地

域
）

公
開

地
質

⼈
材

育
成

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
（

開
始

）

GS
J事

業
費

︓
7,

88
4,

24
3,

43
2円

24
9名

（
セ

⻑
1・

0,
 ⻑

補
2・

0,
 戦

⻑
1・

0,
 戦

略
9・

1,
 活

⽕
67

・
0,

 地
圏

54
・

0,
 地

質
75

・
0,

 再
⽣

13
・

0,
 基

盤
8・

18
）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

10
0,

23
1,

39
4,

97
9円

︔
職

員
総

計
︓

3,
02

4名
）

 
20

17
（

平
成

29
）

「
GS

J 
LD

」
が

「
Li

nk
ed

 O
pe

n 
D

at
a 

チ
ャ

レ
ン

ジ
 J

ap
an

 
20

16
 デ

ー
タ

セ
ッ

ト
部

⾨
最

優
秀

賞
を

受
賞

」
（

3.
11

）
伊

⾖
半

島
地

域
が

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

（
4.

17
）

第
11

回
国

際
地

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（

フ
ラ

ン
ス

）
（

8.
22

-2
9）

NH
K番

組
「

ブ
ラ

タ
モ

リ
」

制
作

チ
ー

ム
に

⽇
本

地
質

学
会

表
彰

（
9.

16
）

松
⼭

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

16
-1

8）
⼤

和
⽥

 
朗

が
、

岩
⽯

薄
⽚

作
製

に
関

す
る

技
術

開
発

と
⻑

年
の

実
績

を
含

め
て

地
質

学
の

研
究

・
教

育
の

発
展

に
⼤

き
く

貢
献

し
た

と
し

て
20

17
年

度
「

⽇
本

地
質

学
会

功
労

賞
」

を
受

賞
（

9.
16

）
地

質
情

報
研

究
部

⾨
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

情
報

研
究

グ
ル

ー
プ

開
発

の
防

災
ア

プ
リ

「
⽕

⼭
重

⼒
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 
エ

ナ
ジ

ー
コ

ー
ン

モ
デ

ル
（

⾼
速

版
）

」
が

、
国

⼟
地

理
院

の
の

審
査

委
員

会
で

「
防

災
ア

プ
リ

賞
」

を
受

賞
（

9.
29

）
第

8回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
男

⿅
半

島
・

⼤
潟

⼤
会

）
（

10
.2

5-
27

）
第

32
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
委

員
会

（
島

根
半

島
・

宍
道

湖
中

海
地

域
を

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
に

認
定

，
茨

城
県

北
地

域
の

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
認

定
取

り
消

し
）

（
12

.2
2）

⼤
分

県
⽇

⽥
市

⼩
野

で
豪

⾬
に

よ
る

斜
⾯

崩
壊

（
7.

5-
6）

霧
島

⼭
新

燃
岳

噴
⽕

再
開

（
10

.1
1）
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利光・GSJ140 周年編集委員会
年

年
度

経
費

及
び

⼈
員

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

事
業

史
地

学
史

及
び

関
連

事
項

⼀
般

史

 
20

00
（

平
成

12
）

第
31

回
 万

国
地

質
学

会
議

（
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
）

(8
.7

-1
9)

松
江

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

29
-1

0.
1）

地
質

標
本

館
試

料
調

製
課

に
⼈

事
院

総
裁

賞
（

11
.2

9）

⽩
川

英
樹

 筑
波

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

（
12

.1
0）

 
20

02
（

平
成

14
）

GS
J事

業
費

︓
5,

68
1,

06
3,

38
3円

32
7名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
32

・
2,

 活
断

14
・

2,
 地

球
94

・
2,

 
地

圏
70

・
2,

 海
洋

60
・

2,
 成

情
4・

20
,成

標
3・

7,
 国

際
5・

2,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

91
,9

90
,3

06
,5

81
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
15

7名
）

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

記
念

講
演

会
（

明
治

記
念

館
）

 (
6.

7)
JI

S 
A 

02
04

:2
00

8 
地

質
図

 -
- 

記
号

，
⾊

，
模

様
，

⽤
語

及
び

凡
例

表
⽰

 
公

開
（

7.
20

）
⽕

⼭
と

と
も

に
⽣

き
る

⼤
地

―
北

海
道

の
地

質
図

展
―

（
札

幌
市

博
物

館
活

動
セ

ン
タ

ー
）

 (
8.

2-
4)

20
02

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

（
5.

27
-3

1）
地

質
情

報
展

に
い

が
た

「
の

ぞ
い

て
み

よ
う

⼤
地

の
不

思
議

」
（

新
潟

市
⺠

芸
術

⽂
化

会
館

 り
ゅ

〜
と

ぴ
あ

）
 (

9.
14

-1
6)

20
0万

分
の

１
地

質
編

集
図

（
第

５
版

）
出

版
50

万
分

の
１

活
構

造
図

出
版

⼤
阪

市
で

近
畿

の
地

質
図

展
開

催
 (

2.
16

-1
7)

松
江

千
佐

世
が

「
第

43
回

⽂
部

科
学

⼤
⾂

賞
創

意
⼯

夫
功

労
者

表
彰

」
を

受
賞

（
4.

15
）

新
潟

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

14
-1

6）

コ
ン

ゴ
の

ニ
ー

ラ
ゴ

ン
ゴ

⽕
⼭

で
⼤

規
模

な
噴

⽕
 (

2.
1)

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
7.

4 
(3

.3
）

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
北

部
地

震
 M

w
6.

1 
(3

.2
5）

⼩
柴

昌
俊

 東
京

⼤
学

名
誉

教
授

に
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
，

⽥
中

耕
⼀

 
島

津
製

作
所

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所
主

任
に

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
 

(1
2.

10
)

 
20

03
（

平
成

15
）

GS
J事

業
費

︓
5,

31
7,

91
1,

33
2円

30
4名

（
研

コ
1・

0,
 深

地
31

・
2,

 活
断

13
・

1,
 地

球
86

・
2,

 
地

圏
64

・
2,

 海
洋

58
・

2,
 成

情
4・

19
,成

標
4・

5,
 国

際
4・

1,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

92
,1

85
,5

74
,6

15
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
11

5名
）

20
03

年
地

球
惑

星
科

学
関

連
学

会
合

同
⼤

会
に

GS
Jブ

ー
ス

出
展

 (
5.

26
-2

9)
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

に
佃

 
栄

吉
就

任
 (

12
.1

)

10
0万

分
の

1⽇
本

地
質

図
 第

3版
 C

D
-R

O
M

版
 第

2版
出

版
20

万
分

の
1⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
公

開
（

開
始

）
⼟

壌
・

地
質

汚
染

評
価

基
本

図
の

公
開

（
開

始
）

⽯
原

舜
三

産
総

研
特

別
顧

問
が

ロ
シ

ア
ア

カ
デ

ミ
ー

会
員

に
選

出
（

5.
22

）
静

岡
市

で
地

質
情

報
展

を
開

催
(9

.1
9-

21
)

熊
本

県
⽔

俣
市

宝
川

内
集

地
区

で
集

中
豪

⾬
に

よ
る

⼟
⽯

流
（

7.
20

）
宮

城
県

沖
地

震
 M

j7
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

5.
26

）
宮

城
県

北
部

の
地

震
 M

j6
.4

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

7.
26

）
⼗

勝
沖

地
震

 M
j8

.0
（

最
⼤

震
度

6弱
）

（
9.

26
）

イ
ラ

ン
地

震
 M

w
6.

6（
12

.2
6）

通
商

産
業

省
⼯

業
技

術
院

地
質

調
査

所
か

ら
経

済
産

業
省

産
業

技
術

総
合

研
究

所
地

質
調

査
所

に
移

⾏
(1

.1
)

経
済

産
業

省
産

業
技

術
総

合
研

究
所

傘
下

の
15

研
究

所
が

独
⽴

⾏
政

法
⼈

産
業

技
術

総
合

研
究

所
に

移
⾏

（
地

質
の

調
査

に
関

わ
る

業
務

を
担

う
組

織
と

し
て

深
部

地
質

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

，
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
科

学
情

報
研

究
部

⾨
，

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
資

源
環

境
研

究
部

⾨
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
果

普
及

部
⾨

地
質

標
本

館
，

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

が
設

置
さ

れ
，

こ
れ

ら
を

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

（
GS

J）
と

総
称

，
研

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
⾦

原
啓

司
）

を
置

く
 (

4.
1)

地
質

調
査

所
⽉

報
を

地
質

調
査

研
究

報
告

に
名

称
変

更
 (

4.
1)

三
宅

⾼
校

の
⽣

徒
を

招
待

し
て

三
宅

島
⽕

⼭
に

関
す

る
授

業
（

4.
17

）
20

01
年

地
球

惑
星

科
学

関
連

学
会

合
同

⼤
会

に
GS

Jブ
ー

ス
出

展
（

6.
4-

8）

⽇
本

周
辺

海
域

⾳
波

探
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
CD

-R
O

M
版

）
出

版
⽇

本
地

質
図

索
引

図
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
CD

-R
O

M
版

（
19

60
〜

19
99

）
北

海
道

地
質

ガ
イ

ド
（

CD
-R

O
M

）
東

・
東

南
ア

ジ
ア

都
市

域
の

地
球

科
学

情
報

（
CD

-R
O

M
）

陸
域

地
質

図
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

継
続

）
海

域
地

質
図

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

衛
星

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
継

続
）

原
⼦

⼒
安

全
規

制
⽀

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

開
始

）
「

活
断

層
・

古
地

震
研

究
報

告
」

創
刊

（
継

続
）

GS
J事

業
費

︓
5,

99
9,

37
9,

54
1円

33
9名

（
研

コ
2・

0,
 深

地
35

・
2,

 活
断

14
・

16
, 地

球
92

・
2,

 
地

圏
67

・
2,

 海
洋

70
・

2,
 成

情
4・

21
,成

標
4・

7,
 国

際
5・

3,
 

北
地

1・
3,

 ⻄
地

1・
0）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,1

48
,5

02
,4

11
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
20

3名
）

 
20

01
（

平
成

13
）

最
新

地
質

図
発

表
会

開
催

（
科

学
技

術
館

）
 (

9.
12

)
⾦

沢
市

で
北

陸
地

質
情

報
展

を
開

催
（

9.
21

-2
3）

国
⽴

研
究

所
の

独
⽴

⾏
政

法
⼈

化
 (

4.
1)

産
総

研
理

事
⻑

に
吉

川
弘

之
が

就
任

（
4.

1）
⽶

国
で

同
時

多
発

テ
ロ

（
9.

11
）

野
依

良
治

 名
古

屋
⼤

学
物

質
科

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
⻑

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

 (
12

.1
0)

20
19

（
平

成
31

）
（

令
和

元
）

GS
J事

業
費

︓
8,

57
7,

54
2,

26
6円

25
2名

（
セ

⻑
1・

0,
 ⻑

補
1・

0,
 戦

⻑
1・

0,
 戦

略
9・

1,
 活

⽕
67

・
0,

 地
圏

57
・

0,
 地

質
79

・
0,

 再
⽣

10
・

0,
 基

盤
7・

18
）

（
産

総
研

事
業

費
総

計
︓

98
,8

07
,1

45
,3

47
円

︔
職

員
総

計
︓

3,
04

3名
）

第
30

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
千

葉
の

地
質

と
地

震
災

害
を

知
る

」
（

1.
18

）
第

17
回

ジ
オ

・
サ

ロ
ン

「
凸

凹
（

で
こ

ぼ
こ

）
な

⽇
本

列
島

!?
 -

-模
型

で
ひ

も
と

く
⼤

地
の

成
り

⽴
ち

--
」

（
2.

16
）

JI
S 

A 
02

04
:2

01
9 

地
質

図
 -

- 
記

号
，

⾊
，

模
様

，
⽤

語
及

び
凡

例
表

⽰
 

公
開

（
3/

20
）

JI
S 

A 
02

05
:2

01
9 

ベ
ク

ト
ル

数
値

地
質

図
 -

- 
品

質
要

求
事

項
及

び
主

題
属

性
コ

ー
ド

 
公

開
（

3/
20

）
ジ

オ
・

ス
ク

ー
ル

 第
1回

鉱
物

⾁
眼

鑑
定

研
修

（
5.

8-
10

）
20

19
年

度
春

期
地

質
調

査
研

修
（

5.
20

-5
.2

4）
⽔

⽂
環

境
図

お
よ

び
全

国
⽔

⽂
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
公

開
（

5.
31

）
20

19
年

度
GS

J国
際

研
修

（
6.

4-
21

）
20

19
年

度
地

震
・

津
波

・
⽕

⼭
に

関
す

る
⾃

治
体

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

7.
2-

5）
第

3回
⽇

中
韓

ジ
オ

サ
ミ

ッ
ト

を
札

幌
市

で
開

催
（

7.
29

-3
1）

20
19

年
度

秋
期

地
質

調
査

研
修

（
10

.2
8-

11
.1

）
第

31
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

研
究

成
果

報
告

会
 

地
下

⽔
、

⼟
壌

、
地

中
熱

の
基

盤
デ

ー
タ

整
備

と
利

活
⽤

」
（

12
.6

）
第

2回
鉱

物
⾁

眼
鑑

定
研

修
（

12
.6

）
第

32
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

神
奈

川
の

地
質

と
災

害
」

（
12

.1
2）

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

よ
る

資
⾦

援
助

を
得

て
、

札
幌

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
3.

29
-3

1）
「

⼀
家

に
1枚

 ⽇
本

列
島

7億
年

」
の

発
⾏

（
4.

15
）

中
川

充
に

環
境

省
第

38
回

温
泉

関
係

功
労

者
表

彰
（

7.
10

）
第

13
回

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
韓

国
）

（
8.

26
-9

.3
）

⼭
⼝

市
で

地
質

情
報

展
を

開
催

（
9.

21
-2

3）
第

10
回

⽇
本

ジ
オ

パ
ー

ク
全

国
⼤

会
（

⼤
分

⼤
会

）
（

10
.3

1-
11

.5
）

⼩
惑

星
探

査
機

「
は

や
ぶ

さ
２

」
⼩

惑
星

リ
ュ

ウ
グ

ウ
に

2回
着

陸
し

衝
突

装
置

投
⼊

後
の

⼈
⼯

ク
レ

ー
タ

ー
な

ど
か

ら
試

料
採

取
に

成
功

（
2.

22
，

7.
11

）
熊

本
県

熊
本

地
⽅

の
地

震
 M

j5
.1

（
最

⼤
震

度
6弱

）
（

1.
3）

新
し

い
元

号
の

発
表

（
5.

1か
ら

「
令

和
」

）
（

4.
1）

世
界

20
カ

国
・

地
域

が
協

⼒
す

る
国

際
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

イ
ベ

ン
ト

・
ホ

ラ
イ

ズ
ン

・
テ

レ
ス

コ
ー

プ
」

が
世

界
で

初
め

て
お

と
め

座
銀

河
団

の
巨

⼤
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

の
撮

影
に

成
功

し
画

像
公

開
（

4.
10

）
天

皇
陛

下
譲

位
に

伴
う

改
元

（
令

和
元

年
）

（
5.

1）
国

際
度

量
衡

SI
基

本
4単

位
の

定
義

改
定

（
5.

20
）

⼭
形

県
沖

の
地

震
 M

j6
.7

（
最

⼤
震

度
6強

）
（

6.
18

）
浅

間
⽕

⼭
噴

⽕
（

8.
7）

千
葉

県
に

台
⾵

15
号

上
陸

（
暴

⾵
に

よ
る

⼤
規

模
停

電
）

（
9.

5）
静

岡
県

に
台

⾵
19

号
上

陸
（

東
⽇

本
を

中
⼼

に
豪

⾬
に

よ
る

河
川

の
決

壊
・

氾
濫

な
ど

多
数

箇
所

で
被

害
）

（
10

.1
2-

13
）

吉
野

 
彰

 旭
化

成
名

誉
フ

ェ
ロ

ー
が

ノ
ー

ベ
ル

化
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0）

 
20

20
（

令
和

2）

GS
J事

業
費

︓
6,

99
4,

58
3,

75
1円

24
6名

（
セ

⻑
1・

0,
 ⻑

補
1・

0,
 戦

⻑
1・

0,
 戦

略
10

・
1,

 活
⽕

64
・

0,
 地

圏
57

・
0,

 地
質

76
・

0,
 再

⽣
12

・
0,

 基
盤

7・
16

）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
10

3,
04

1,
74

6,
45

6円
︔

職
員

総
計

︓
2,

96
7名

）

［
20

20
年

度
ま

で
は

産
総

研
年

報
に

よ
る

］

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

⼤
に

伴
う

予
防

対
策

で
地

質
標

本
館

休
館

（
初

回
）

（
2.

28
-5

.3
1）

「
20

万
分

の
1⽇

本
⽕

⼭
図

」
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

公
開

（
3.

24
）

産
総

研
に

環
境

調
和

型
産

業
技

術
研

究
ラ

ボ
（

E-
co

de
）

設
置

（
4.

1）
地

質
標

本
館

開
館

40
周

年
（

8.
19

）
20

20
年

度
第

1回
地

質
調

査
研

修
（

9.
28

-1
0.

2）
20

20
年

度
第

1回
追

加
地

質
調

査
研

修
（

10
.1

2-
16

）
20

20
年

度
第

2回
地

質
調

査
研

修
（

10
.2

6-
30

）

3D
 地

図
の

作
成

に
活

⽤
で

き
る

⾼
精

度
標

⾼
タ

イ
ル

を
公

開
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
研

究
奨

励
賞

創
設

⺠
放

テ
レ

ビ
ア

ニ
メ

「
恋

す
る

⼩
惑

星
」

で
地

質
標

本
館

（
産

総
研

）
・

筑
波

宇
宙

セ
ン

タ
ー

（
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
）

・
地

図
と

測
量

の
科

学
館

（
国

⼟
地

理
院

）
・

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

な
ど

を
紹

介
（

1.
3〜

3.
27

放
送

）
IU

GS
（

国
際

地
質

科
学

連
合

）
の

理
事

会
に

お
い

て
GS

SP
「

千
葉

セ
ク

シ
ョ

ン
の

GS
SP

提
案

」
が

承
認

さ
れ

、
第

四
紀

中
期

更
新

世
の

地
質

時
代

名
「

チ
バ

ニ
ア

ン
」

が
確

定
（

1.
17

）
GS

Jが
20

万
分

の
1⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
を

ま
と

め
、

モ
バ

イ
ル

端
末

で
利

⽤
可

能
と

し
た

こ
と

、
地

質
標

本
館

の
⽇

本
列

島
⼤

型
模

型
へ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
マ

ッ
ピ

ン
グ

な
ど

で
地

質
図

の
利

⽤
や

地
図

技
術

の
発

展
に

⼤
き

く
寄

与
し

た
と

し
て

、
⽇

本
地

図
学

会
特

別
賞

を
受

賞
（

2.
29

）
天

草
ジ

オ
パ

ー
ク

が
管

理
運

営
団

体
解

散
に

よ
り

消
滅

（
3.

31
）

GS
Jを

含
む

地
質

図
の

標
準

化
の

た
め

の
JI

S 
A0

20
4、

JI
S 

A0
20

5の
原

案
作

成
委

員
会

の
メ

ン
バ

ー
が

⽇
本

地
質

学
会

表
彰

を
受

賞
（

9.
13

）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

感
染

症
「

指
定

感
染

症
」

・
「

検
疫

感
染

症
」

に
指

定
（

1.
31

）
産

総
研

理
事

⻑
に

⽯
村

和
彦

が
就

任
（

4.
1）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

⼤
に

伴
う

政
府

の
緊

急
事

態
宣

⾔
発

出
（

初
回

）
（

4.
7-

5.
24

）
熊

本
県

葦
北

郡
内

で
豪

⾬
に

よ
る

斜
⾯

崩
壊

、
球

磨
川

流
域

で
⼤

規
模

な
氾

濫
と

と
も

に
斜

⾯
災

害
（

7.
4）

宮
崎

県
椎

葉
村

下
福

良
で

台
⾵

10
号

に
よ

る
豪

⾬
で

斜
⾯

崩
壊

（
9.

6）

 
20

21
（

令
和

3）

GS
J事

業
費

︓
8,

19
7百

万
円

24
6名

（
セ

⻑
1・

0,
 ⻑

補
1・

0,
 戦

⻑
1・

0,
 戦

略
10

・
0,

 活
⽕

65
・

0,
 地

圏
57

・
0,

 地
質

78
・

0,
 再

⽣
11

・
0,

 基
盤

8・
15

）
（

産
総

研
事

業
費

総
計

︓
11

8,
36

5百
万

円
︔

職
員

総
計

︓
2

千
9百

名
）

（
予

算
は

い
ず

れ
も

計
画

、
産

総
研

職
員

総
計

は
概

数
）

第
33

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
「

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

研
究

成
果

報
告

会
 

地
圏

に
関

わ
る

社
会

課
題

の
解

決
に

向
け

て
」

（
2.

5）
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
⻑

に
中

尾
信

典
が

就
任

（
4.

1）
東

京
都

⼼
部

の
3次

元
地

質
地

盤
図

公
開

（
5.

21
）

20
21

年
度

第
1回

地
質

調
査

研
修

（
5.

31
-6

.4
）

20
21

年
度

GS
J国

際
研

修
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

（
6.

28
-3

0,
 7

.5
-7

, 7
.1

2-
14

）
20

21
年

度
地

震
・

津
波

・
⽕

⼭
に

関
す

る
⾃

治
体

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

（
9.

8-
10

）
20

21
年

度
第

2回
地

質
調

査
研

修
（

10
.2

5-
29

）
第

34
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

「
防

災
・

減
災

に
向

け
た

産
総

研
の

地
震

・
津

波
・

⽕
⼭

研
究

－
東

⽇
本

⼤
震

災
か

ら
10

年
の

成
果

と
今

後
－

」
（

11
.1

2）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

リ
ス

ク
計

測
評

価
研

究
ラ

ボ
を

産
総

研
に

設
置

（
12

.2
0）

3次
元

地
質

地
盤

図
（

東
京

都
区

部
）

公
開

第
41

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

桜
島

・
錦

江
湾

地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
新

規
（

エ
リ

ア
拡

⼤
）

認
定

）
（

2.
5）

⽻
⽥

裕
貴

 産
総

研
特

別
研

究
員

が
、

岡
⽥

誠
 茨

城
⼤

学
教

授
、

菅
沼

悠
介

 国
⽴

局
地

研
究

所
准

教
授

ら
と

と
も

に
「

我
が

国
初

の
地

質
時

代
名

称
『

チ
バ

ニ
ア

ン
』

承
認

の
礎

と
な

っ
た

地
磁

気
逆

転
お

よ
び

古
海

洋
変

動
復

元
に

関
す

る
研

究
」

で
第

31
回

つ
く

ば
賞

を
受

賞
（

3.
9）

産
総

研
「

か
が

く
チ

ッ
プ

ス
」

シ
リ

ー
ズ

「
⽇

本
の

⾻
格

を
描

き
だ

せ
︕

 
〜

地
質

図
作

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
〜

」
が

第
62

回
科

学
技

術
映

像
祭

 
科

学
技

術
館

館
⻑

賞
を

受
賞

（
3.

10
）

第
43

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

⼟
佐

清
⽔

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
新

規
認

定
）

（
9.

25
）

第
11

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
島

根
半

島
・

宍
道

湖
中

海
⼤

会
）

が
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
（

10
.3

-5
）

NH
K番

組
「

ブ
ラ

タ
モ

リ
」

で
産

総
研

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
国

⼟
地

理
院

を
紹

介
（

10
.2

3放
送

）

福
島

県
沖

の
地

震
 M

j7
.3

（
最

⼤
震

度
6強

）
、

福
島

県
⼆

本
松

市
沢

松
倉

、
相

⾺
市

内
で

斜
⾯

崩
壊

（
2.

13
）

新
潟

県
⽷

⿂
川

市
来

海
沢

で
地

す
べ

り
（

3.
4）

静
岡

県
熱

海
市

伊
⾖

⼭
で

豪
⾬

に
伴

い
⼟

⽯
流

（
後

⽇
、

盛
り

⼟
の

崩
落

と
判

明
）

（
7.

3）
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
20

20
が

1年
延

期
で

開
催

（
7.

23
-8

.8
）

⻑
崎

県
雲

仙
市

⼩
浜

町
で

⼤
⾬

に
よ

る
⼟

砂
災

害
（

8.
13

）
⼩

笠
原

諸
島

硫
⻩

島
南

⽅
約

60
km

の
海

底
⽕

⼭
の

福
徳

岡
ノ

場
⽕

⼭
の

噴
⽕

、
軽

⽯
の

多
量

噴
出

（
8.

13
）

東
京

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
20

20
が

1年
延

期
で

開
催

（
8.

24
-9

.5
）

⽯
川

県
能

登
地

⽅
の

地
震

 M
j5

.1
（

最
⼤

震
度

5弱
）

（
9.

16
）

千
葉

県
北

⻄
部

の
地

震
 M

j5
.9

（
最

⼤
震

度
5強

）
（

10
.7

）
阿

蘇
⽕

⼭
中

岳
で

噴
⽕

（
10

.2
0）

⺠
間

⼈
初

の
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（

IS
S）

滞
在

（
12

.9
-

20
）

眞
鍋

淑
郎

 ⽶
プ

リ
ン

ス
ト

ン
⼤

学
上

席
研

究
員

が
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0）

 
20

22
（

令
和

4）

GS
J事

業
費

︓
8,

81
2百

万
円

96
,6

31
百

万
円

（
産

総
研

事
業

総
計

）
（

い
ず

れ
も

計
画

）

第
35

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
「

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

研
究

成
果

報
告

会


ゼ
ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

社
会

実
現

に
向

け
た

CC
Sに

お
け

る
産

総
研

の
取

り
組

み


」
（

2.
10

）
第

36
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

「
3次

元
で

解
き

明
か

す
東

京
都

区
部

の
地

下
地

質
」

（
2.

25
）

福
島

県
沖

を
震

源
と

す
る

地
震

（
M

j7
.4

）
の

影
響

で
地

質
標

本
館

休
館

（
3.

17
-7

.6
）

20
22

年
度

第
１

回
地

質
調

査
研

修
（

5.
16

-2
0）

20
22

年
度

第
１

回
追

加
地

質
調

査
研

修
（

5.
30

-6
.3

）

防
災

・
減

災
の

た
め

の
⾼

精
度

デ
ジ

タ
ル

地
質

情
報

整
備

事
業

（
開

始
）

第
44

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

⼗
勝

岳
、

五
島

列
島

（
下

五
島

エ
リ

ア
）

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
新

規
認

定
）

（
1.

28
）

名
古

屋
市

で
地

質
情

報
展

開
催

（
2.

19
-2

0）
斎

藤
眞

・
利

光
誠

⼀
・

川
畑

晶
・

中
島

和
敏

が
「

令
和

4年
度

⽂
部

科
学

⼤
⾂

表
彰

科
学

技
術

賞
(理

解
増

進
部

⾨
)」

を
受

賞
（

4.
20

）
GS

J編
集

協
⼒

の
「

⽇
本

列
島

地
質

総
覧

̶
地

史
・

地
質

環
境

・
資

源
・

災
害

̶
」

（
朝

倉
書

店
）

の
刊

⾏
（

6.
1）

フ
ン

ガ
⽕

⼭
（

ト
ン

ガ
王

国
）

の
⼤

爆
発

（
1.

15
）

で
、

⽇
本

列
島

に
も

顕
著

な
海

⾯
変

動
福

島
県

沖
の

地
震

 M
j7

.4
（

最
⼤

震
度

6強
）

（
3.

16
）

ユ
ニ

ッ
ト

略
称

:
研

コ
︓

研
究

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
，

深
地

︓
深

部
地

質
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー
，

活
断

︓
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
︓

地
球

科
学

情
報

研
究

部
⾨

，
地

圏
︓

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
︓

海
洋

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
成

情
︓

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
標

︓
成

果
普

及
部

⾨
地

質
標

本
館

，
国

際
︓

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
地

︓
産

学
官

連
携

部
⾨

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
⻄

地
︓

産
学

官
連

携
部

⾨
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

）
産

コ
︓

産
学

官
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

，
代

表
︓

GS
J代

表
，

情
セ

︓
地

質
調

査
情

報
セ

ン
タ

ー
，

広
標

︓
広

報
部

地
質

標
本

館
，

地
質

︓
地

質
情

報
研

究
部

⾨
，

北
産

︓
産

学
官

連
携

部
⾨

北
海

道
産

学
官

連
携

セ
ン

タ
ー

，
⻄

産
︓

産
学

官
連

携
部

⾨
関

⻄
産

学
官

連
携

セ
ン

タ
ー

，
東

産
︓

産
学

官
連

携
推

進
部

⾨
東

北
産

学
官

連
携

セ
ン

タ
ー

，
フ

ェ
︓

産
総

研
フ

ェ
ロ

ー
，

活
震

︓
活

断
層

・
地

震
研

究
セ

ン
タ

ー
，

理
事

︓
産

総
研

理
事

（
地

質
分

野
担

当
）

，
統

括
︓

地
質

分
野

研
究

統
括

，
副

統
︓

地
質

分
野

研
究

副
統

括
，

企
画

︓
地

質
分

野
研

究
企

画
室

，
活

⽕
︓

活
断

層
・

⽕
⼭

研
究

部
⾨

，
再

⽣
︓

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
，

基
盤

︓
地

質
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
，

セ
⻑

︓
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
⻑

，
⻑

補
︓

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

⻑
補

佐
，

戦
⻑

︓
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
研

究
戦

略
部

⻑
，

戦
略

︓
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
研

究
戦

略
部

⼈
員

構
成

内
訳

内
は

ト
毎

研
究

職
事

務
職

れ
ぞ

れ
⼈

数
を

す



GSJ 地質ニュース Vol. 11   No. 6, 7（2022 年 6, 7 月）         235

付表 2　産総研GSJ 年表
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染

リ
ス

ク
計

測
評

価
研

究
ラ

ボ
を

産
総

研
に

設
置

（
12

.2
0）

3次
元

地
質

地
盤

図
（

東
京

都
区

部
）

公
開

第
41

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

桜
島

・
錦

江
湾

地
域

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
新

規
（

エ
リ

ア
拡

⼤
）

認
定

）
（

2.
5）

⽻
⽥

裕
貴

 産
総

研
特

別
研

究
員

が
、

岡
⽥

誠
 茨

城
⼤

学
教

授
、

菅
沼

悠
介

 国
⽴

局
地

研
究

所
准

教
授

ら
と

と
も

に
「

我
が

国
初

の
地

質
時

代
名

称
『

チ
バ

ニ
ア

ン
』

承
認

の
礎

と
な

っ
た

地
磁

気
逆

転
お

よ
び

古
海

洋
変

動
復

元
に

関
す

る
研

究
」

で
第

31
回

つ
く

ば
賞

を
受

賞
（

3.
9）

産
総

研
「

か
が

く
チ

ッ
プ

ス
」

シ
リ

ー
ズ

「
⽇

本
の

⾻
格

を
描

き
だ

せ
︕

 
〜

地
質

図
作

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
〜

」
が

第
62

回
科

学
技

術
映

像
祭

 
科

学
技

術
館

館
⻑

賞
を

受
賞

（
3.

10
）

第
43

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

⼟
佐

清
⽔

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
新

規
認

定
）

（
9.

25
）

第
11

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

全
国

⼤
会

（
島

根
半

島
・

宍
道

湖
中

海
⼤

会
）

が
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
（

10
.3

-5
）

NH
K番

組
「

ブ
ラ

タ
モ

リ
」

で
産

総
研

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
国

⼟
地

理
院

を
紹

介
（

10
.2

3放
送

）

福
島

県
沖

の
地

震
 M

j7
.3

（
最

⼤
震

度
6強

）
、

福
島

県
⼆

本
松

市
沢

松
倉

、
相

⾺
市

内
で

斜
⾯

崩
壊

（
2.

13
）

新
潟

県
⽷

⿂
川

市
来

海
沢

で
地

す
べ

り
（

3.
4）

静
岡

県
熱

海
市

伊
⾖

⼭
で

豪
⾬

に
伴

い
⼟

⽯
流

（
後

⽇
、

盛
り

⼟
の

崩
落

と
判

明
）

（
7.

3）
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
20

20
が

1年
延

期
で

開
催

（
7.

23
-8

.8
）

⻑
崎

県
雲

仙
市

⼩
浜

町
で

⼤
⾬

に
よ

る
⼟

砂
災

害
（

8.
13

）
⼩

笠
原

諸
島

硫
⻩

島
南

⽅
約

60
km

の
海

底
⽕

⼭
の

福
徳

岡
ノ

場
⽕

⼭
の

噴
⽕

、
軽

⽯
の

多
量

噴
出

（
8.

13
）

東
京

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
20

20
が

1年
延

期
で

開
催

（
8.

24
-9

.5
）

⽯
川

県
能

登
地

⽅
の

地
震

 M
j5

.1
（

最
⼤

震
度

5弱
）

（
9.

16
）

千
葉

県
北

⻄
部

の
地

震
 M

j5
.9

（
最

⼤
震

度
5強

）
（

10
.7

）
阿

蘇
⽕

⼭
中

岳
で

噴
⽕

（
10

.2
0）

⺠
間

⼈
初

の
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（

IS
S）

滞
在

（
12

.9
-

20
）

眞
鍋

淑
郎

 ⽶
プ

リ
ン

ス
ト

ン
⼤

学
上

席
研

究
員

が
ノ

ー
ベ

ル
物

理
学

賞
を

受
賞

（
12

.1
0）

 
20

22
（

令
和

4）

GS
J事

業
費

︓
8,

81
2百

万
円

96
,6

31
百

万
円

（
産

総
研

事
業

総
計

）
（

い
ず

れ
も

計
画

）

第
35

回
GS

Jシ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
「

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

研
究

成
果

報
告

会


ゼ
ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

社
会

実
現

に
向

け
た

CC
Sに

お
け

る
産

総
研

の
取

り
組

み


」
（

2.
10

）
第

36
回

GS
Jシ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

「
3次

元
で

解
き

明
か

す
東

京
都

区
部

の
地

下
地

質
」

（
2.

25
）

福
島

県
沖

を
震

源
と

す
る

地
震

（
M

j7
.4

）
の

影
響

で
地

質
標

本
館

休
館

（
3.

17
-7

.6
）

20
22

年
度

第
１

回
地

質
調

査
研

修
（

5.
16

-2
0）

20
22

年
度

第
１

回
追

加
地

質
調

査
研

修
（

5.
30

-6
.3

）

防
災

・
減

災
の

た
め

の
⾼

精
度

デ
ジ

タ
ル

地
質

情
報

整
備

事
業

（
開

始
）

第
44

回
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

委
員

会
（

⼗
勝

岳
、

五
島

列
島

（
下

五
島

エ
リ

ア
）

を
⽇

本
ジ

オ
パ

ー
ク

に
新

規
認

定
）

（
1.

28
）

名
古

屋
市

で
地

質
情

報
展

開
催

（
2.

19
-2

0）
斎

藤
眞

・
利

光
誠

⼀
・

川
畑

晶
・

中
島

和
敏

が
「

令
和

4年
度

⽂
部

科
学

⼤
⾂

表
彰

科
学

技
術

賞
(理

解
増

進
部

⾨
)」

を
受

賞
（

4.
20

）
GS

J編
集

協
⼒

の
「

⽇
本

列
島

地
質

総
覧

̶
地

史
・

地
質

環
境

・
資

源
・

災
害

̶
」

（
朝

倉
書

店
）

の
刊

⾏
（

6.
1）

フ
ン

ガ
⽕

⼭
（

ト
ン

ガ
王

国
）

の
⼤

爆
発

（
1.

15
）

で
、

⽇
本

列
島

に
も

顕
著

な
海

⾯
変

動
福

島
県

沖
の

地
震

 M
j7

.4
（

最
⼤

震
度

6強
）

（
3.

16
）

ユ
ニ

ッ
ト

略
称

:
研

コ
︓

研
究

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
，

深
地

︓
深

部
地

質
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー
，

活
断

︓
活

断
層

研
究

セ
ン

タ
ー

，
地

球
︓

地
球

科
学

情
報

研
究

部
⾨

，
地

圏
︓

地
圏

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
海

洋
︓

海
洋

資
源

環
境

研
究

部
⾨

，
成

情
︓

成
果

普
及

部
⾨

地
質

調
査

情
報

部
，

成
標

︓
成

果
普

及
部

⾨
地

質
標

本
館

，
国

際
︓

国
際

部
⾨

国
際

地
質

協
⼒

室
，

北
地

︓
産

学
官

連
携

部
⾨

北
海

道
地

質
調

査
連

携
研

究
体

，
⻄

地
︓

産
学

官
連

携
部

⾨
関

⻄
地

質
調

査
連

携
研

究
体

）
産

コ
︓

産
学

官
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

，
代

表
︓

GS
J代

表
，

情
セ

︓
地

質
調

査
情

報
セ

ン
タ

ー
，

広
標

︓
広

報
部

地
質

標
本

館
，

地
質

︓
地

質
情

報
研

究
部

⾨
，

北
産

︓
産

学
官

連
携

部
⾨

北
海

道
産

学
官

連
携

セ
ン

タ
ー

，
⻄

産
︓

産
学

官
連

携
部

⾨
関

⻄
産

学
官

連
携

セ
ン

タ
ー

，
東

産
︓

産
学

官
連

携
推

進
部

⾨
東

北
産

学
官

連
携

セ
ン

タ
ー

，
フ

ェ
︓

産
総

研
フ

ェ
ロ

ー
，

活
震

︓
活

断
層

・
地

震
研

究
セ

ン
タ

ー
，

理
事

︓
産

総
研

理
事

（
地

質
分

野
担

当
）

，
統

括
︓

地
質

分
野

研
究

統
括

，
副

統
︓

地
質

分
野

研
究

副
統

括
，

企
画

︓
地

質
分

野
研

究
企

画
室

，
活

⽕
︓

活
断

層
・

⽕
⼭

研
究

部
⾨

，
再

⽣
︓

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
，

基
盤

︓
地

質
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
，

セ
⻑

︓
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
⻑

，
⻑

補
︓

地
質

調
査

総
合

セ
ン

タ
ー

⻑
補

佐
，

戦
⻑

︓
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
研

究
戦

略
部

⻑
，

戦
略

︓
地

質
調

査
総

合
セ

ン
タ

ー
研

究
戦

略
部

⼈
員

構
成

内
訳

内
は

ト
毎

研
究

職
事

務
職

れ
ぞ

れ
⼈

数
を

す

ユ
ニ
ッ
ト
略
称
:

研
コ
：
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
，
深
地
：
深
部
地
質
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
，
活
断
：
活
断
層
研
究
セ
ン
タ
ー
，
地
球
：
地
球
科
学
情
報
研
究
部
門
，
地
圏
：
地
圏
資
源
環
境
研
究
部
門
，
海
洋
：
海
洋

資
源
環
境
研
究
部
門
，
成
情
：
成
果
普
及
部
門
地
質
調
査
情
報
部
，
成
標
：
成
果
普
及
部
門
地
質
標
本
館
，
国
際
：
国
際
部
門
国
際
地
質
協
力
室
，
北
地
：
産
学
官
連
携
部
門
北
海
道
地
質
調
査
連
携

研
究
体
，
西
地
：
産
学
官
連
携
部
門
関
西
地
質
調
査
連
携
研
究
体
）産
コ
：
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
，
代
表
：
G
SJ
代
表
，
情
セ
：
地
質
調
査
情
報
セ
ン
タ
ー
，
広
標
：
広
報
部
地
質
標
本
館
，

地
質
：
地
質
情
報
研
究
部
門
，
北
産
：
産
学
官
連
携
部
門
北
海
道
産
学
官
連
携
セ
ン
タ
ー
，
西
産
：
産
学
官
連
携
部
門
関
西
産
学
官
連
携
セ
ン
タ
ー
，
東
産
：
産
学
官
連
携
推
進
部
門
東
北
産
学
官
連

携
セ
ン
タ
ー
，
フ
ェ
：
産
総
研
フ
ェ
ロ
ー
，
活
震
：
活
断
層
・
地
震
研
究
セ
ン
タ
ー
，
理
事
：
産
総
研
理
事
（
地
質
分
野
担
当
），
統
括
：
地
質
分
野
研
究
統
括
，
副
統
：
地
質
分
野
研
究
副
統
括
，
企

画
：
地
質
分
野
研
究
企
画
室
，
活
火
：
活
断
層
・
火
山
研
究
部
門
，
再
生
：
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
，
基
盤
：
地
質
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
，
セ
長
：
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
長
，
長
補
：

地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
，
戦
長
：
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
戦
略
部
長
，
戦
略
：
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
戦
略
部

人
員
構
成
内
訳
:()
内
は
，
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
研
究
職
・
事
務
職
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
を
示
す


